
寺

・
唐
招
提
寺

・
西
大
寺

・
東
大
寺

な
ど
の
諸
大
寺

が
含

ま
れ
て
い
た
。

た
だ
、
本
善
寺
住
職

の
奈
良
県

に
提
出
し

た
願

(
明
治
八
年
五

月
十
八
日

)

な

ど

の

史
料
か
ら
、
真
宗
は
中
教
院

詰

の
僧
侶
を
お
き
、

そ
の
組
織

に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

そ

の
後
、
明
治
八
年
神
仏
合
同
布
教
は
禁
止

と
な
り
、
各
宗

が
個

別
に
各
宗
中
教
院

に
類
す

る
組
織
を
設

け
る

こ
と

に
な

っ
た

(
黼
礁
許
楓
臨
繍

鞴

婁

む

恥
」
韆

彎

研
)。
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第
三
節

文
明
開
化
の
世
相

1

学
校
の
は
じ
ま
り

明
治
維
新
と
と
も
に
、
新
政
府
の
学
事
奨
励
も
あ

っ
て
、
大
和
で
は
学
校
の
開
設
が
あ
い
つ
い
だ
。
各
藩
で
は
藩

校
の
充
実
や
新
設
が
み
ら
れ
、
明
治
元
年

(丕
ハ八)
に
柳
本
藩
明
倫
館
、
田
原
本
藩
明
倫
館

(齣
購
擇
)
、
小
泉
藩

修
道
館
、
櫛
羅
藩
藩
立
学
校
が
開
設
さ
れ
た
ほ
か
、
す
で
に
あ

っ
た
郡
山
藩
総
稽
古
所
は
同
二
年

(
天
六九)
に
敬
明

館

(鯉
群
輔
祉
)
と

な
り
、
芝
村
藩
遷
喬
館
も
同
三
年

(天
七〇)
に
明
喬
館
と
改
め
、
新
た
に
同
年
、
高
取
藩
明
倫
館
と
柳
生
藩
修
文
館

が
開
か
れ
た
。
後

者

の
柳
生
藩
修
文
館
は
、

こ
の
年
二
月
に
添
上
郡
柳
生
村
に
設
立
さ
れ
、
教
授
の
長
谷
川
雲
外
ら
が
藩
士
卒
の
子
弟

の
教
育
に
あ
た

っ

た
。
通
学
生
は
三
〇
人

で
、
漢
学
を
中
心

に
国
学
や
洋
書

の
翻
訳
書
な
ど
を
教
え
、
学
費
は
す
べ
て
藩
か
ら
支

弁
さ
れ
た
と
い
う

(蠕
讖

育
)。

こ
れ
ら
の
藩
校
は
翌
四
年

(天
竺
)
の
廃
藩
置
県
で
廃
校
と
な
る
。

こ
れ
よ
り
さ
き
奈
良

で
は
、
明
治
元
年
、
奈
良
奉
行
所

の
廃
止
に
と
も
な
い
、
同
講
学
所

「明
教
館
」
が
廃
校
と
な
り
、
私
塾
明
教

維

新

期

奈

良

の

教

育
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舎
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な

っ
た

(後
述
)。
ま
た
同
年
二
月
、
興
福
寺
僧
有
志
が
宝
蔵
院
を
学
舎
に
文
武
館
を
設
立
し
、
文
武
両
道

を
教
え
て
い
る
。
総
督
に
は
花
林
院
が
任
じ
ら
れ
、
武
館
で
は
剣
術
と
槍
術
を
、
文
館

で
は
国
学
や
漢
学
を
教
え
、

「明
教
館
」

の
第

三
代
教
授
で
あ

っ
た
佐
々
木
育
輔

(西
里
)

・
竜
太
郎

(束
里
)
父
子
ら
が
指
導

に
あ
た

っ
た
。
入
門
者
は
四
〇
歳

以
下
の
子
弟

に
限

ら
れ
、
血
判
で
入
門
書
に
署
名
す
る
の
が
な
ら
わ
し
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
文
武
館
は
同
四
年
九
月
、
県
学
校
に
再
編
さ
れ
、
翌
五
年

(
穴
七二)

一
月
か
ら
は
婦
女
子
の
入
学
も
許
し
、
ま
た
県
令
や
参
事
か
ら
は
洋
書

の
翻
訳
書
や
地
図
の
寄
贈
を
う
け
る
な
ど

(縮
噺
瑞
聞
』)、

文
明
開
化
期
を
反
映
し
て
洋
学
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
庶
民
教
育
の
中
心
で
あ
る
寺
子
屋
も
さ
か
ん
で
、
文
部
省
が
明
治
十
六
年

(天
八三)
に
全
国
各
府
県

に
命
じ
た
旧
幕
時

代

の
教
育
史
料
調
査

(
『日
本
教
育

史
資
料
』

)
で
も
、
明
治
初
年
に
大
和

一
国
で
寺
子
屋
の
総
数
が
三
〇
八
を
数
え
る
な
ど
か
な
り
普
及
し

て
い

た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
奈
良
町
や
添
上
郡
の
大
半
が
こ
の
調
査
か
ら
漏
れ
て
い
た
の
で
そ
の
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
奈

良
町
周
辺
の
添
上
郡
古
市
村

の
有
隣
堂

(弘
化
三
年
～

慶
応
三
年

)
、
添
下
郡
斎
音
寺
村
の
三
省
堂

(韈
黼
童
軒
～
)、
押
熊
村
の
勤
成
堂

(骸
遨
韓
～
)
、

中
村
の
山
上
堂

(天
保
四
年
～

慶
応
三
年

)
、
同
村
の
藤
木
堂

(蹶
蘇
-
籟
～
)、
小
和
田
村
の
狩
山
堂

(蹶
蘇
冠
範
～
)
な
ど
の
寺
子
屋
の
名
称
が
あ
が

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
指
導
者
は
ほ
と
ん
ど
が
僧
侶

で
あ
り
、

い
ず
れ
も
同
五
年
ご
ろ
に
は
廃
校
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
私
塾
明
教
舎

の
設
立
は
注
目
さ
れ
る
。
明
教
舎
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
奈
良
奉
行
所
の
講
学
所

「明
教
館
」
を

改
編
し
た
も
の
で
、
同
校
第
三
代
教
授

で
あ

っ
た
佐
々
木
育
輔

(西
里
)
が
そ
の
存
続
を
願
い
出
て
私
塾
と
し
て
再

出
発
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。
当
時

の
授
業
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
西
里
父
子
は
文
武
館
に
出
講
し
て
お
り
、
明
教
舎
の
講
義
は
そ
の

暇

に
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
明
治
五
年
、
県

に
提
出
し
た

「
口
上
書
」
に
よ
る
と
、
明
教
舎
は
経
済
的
に
相
当
困
難
で
あ

っ
た
が
当

時

の
県
学
校

の
補
助
的
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
後
述
の
北
袋
町
小
学
校
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る

(緇
㎝
鷯
臥
傷
纏

鯖
悶
喃
曜
硼
燉
)
。
し
か
し
、
明
教
舎
は
そ
の
後
も
私
塾
と
し
て
の
道
を
あ
ゆ
み
、
同
十
四
年

(
天
益
)
十
月
、

西
里

の
死
去
と
と
も
に
そ
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の
子
束
里
に
受
け
継
が
れ
、
校
名
も

「守
徳
舎
」
と
改
称
し
た
が
、
五
年
後
の
同
十
九
年

(天
八六)
に
廃
校
と
な

っ
た
。

明
治
五
年

(天
七二)
に
は
い
る
と

「学
制
」
の
発
布
が
ち
か
づ
き
、
私
塾
の
設
立
許
可
も
さ
か

ん
で
、

そ
の
監
督

に
あ
た

っ
た
地
方
官
は
小
学
校
の
開
設
を
い
そ
い
だ
。
同
年
四
月
、
奈
良
町
の
有
志
が
資
金
を
出
し
合

っ
て
、
中

院

町
極
楽
院
跡
と
北
袋
町
旧
明
教
館
跡

の
二
か
所
に
私
小
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
翌
五
月

一
日
か
ら
開
校

し

て
い
る
。
『
日

新

記
聞
』
第
二
号

(明
治
五

年
五
月
)
は
、

奈
良
市
中
有
志
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
私
小
学
校
取
建
ヲ
願
出
、
中
院
町
極
楽
院
北
袋
町
旧
学
校
所
ニ
ケ
所
工
小
学
御
取
設
二
相
成
、
五
月
朔
日
ヨ
リ
開
校

ア
リ
タ
リ
、
十
條
ノ
畧
則
ア
リ
畧
之

と
伝
え
て
い
る
。
同
時

に
県
当
局
か
ら
は
町
内
に
そ
れ
を
告
示
す
る
布
令
書

(『日
新
記
聞
』
第
二
号
掲
載

「本
県
ヨ
リ
市
中
工
布
令
書
」)
も
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
私
小
学
校
は
、
寺
子
屋
を
基
礎

に
町
の
有
志
に
よ

っ
て
自
主
的
に
運
営
さ
れ
た
も
の
で
、

佐
々
木
育
輔

(西
里
)、
立
花

英

二
、
桜
井
文
龍
、
中
九
郎
右
衛
門
、
堀
川
庫
治
、
堀
川
慶
造
な
ど
か

つ
て
の
寺
子
屋
や
私
塾
の
教
師
た
ち
が
指
導

に
あ
た
り
、
奈
良

町
北
部

の
第

一
小
区
と
等
三
小
区
の
者
は
北
袋
町
小
学
校
に
、
南
部
の
第
二
小
区
と
第
四
小
区
の
者
は
中
院
町
小
学
校

へ
通
学
す
る
こ

と

に
な

っ
た
。
ま
た
学
校

の
諸
規
則
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の

『
日
新
記
聞
』
第
二
号

の

「十
條

ノ
畧
則
」
す
な
わ
ち
、
「
私
小
学
畧
則
」

(水
原
正
雄

家
文
書

)
に
よ
っ
て
そ
の
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
小
学
畧
則

え
い
ご

ほ
か

第

一
條

男
女

ト

モ
士
農

工
商

二
限

ラ

ス
八
才

ヨ
リ
入
学

ヲ
許

ス
、
尤
秀
才
頴
悟

ノ
者
此
限

ニ
ア
ラ
ズ
、
墨
及

ヒ
佗

ノ
器
用

ハ
自
弁

ニ
シ
テ
別

二

当

分

ノ
間

一
人
金
壱
朱

ノ
謝
義

ヲ
納

ム
ベ

シ
、
極
貧

ノ
者

ハ
此
限

ニ
ア
ラ
ズ

附
リ
、

入
学

ノ
節
世
話
人

ノ
指
揮

ヲ
受

ク
ベ
シ

第
二
條

入
門

ノ
節

学
則

ヲ
篤

ト
熟
覧

シ
、
違
背

セ
サ
ル
趣

ヲ
書
中

二
認

ム
ベ
シ

私

小

学

校

の

開

設
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し

み
だ

附

リ
、
怠
惰
放
恣
学
則

ヲ
紊

リ
教
師

ノ
教

二
背
キ
説
諭
再
三

二
及

モ
ノ

ハ
級

ヲ
下

ス
ベ

シ

第
三
條

四
項

ノ
学
課

ヲ
立

テ
、
四
級

二
分

チ
習
熟
優
劣

ヲ
試
検

シ
、
位
次
登
進

ス
ベ

シ

第

四
條

困
窮

ニ
シ
テ
書
籍
買
求

メ
難
キ

モ
ノ

ハ
貸
渡

シ
申

ベ
シ

附

リ
、
書
籍
及

ヒ
障
子
畳
等
破
損

ス
ル
者

ハ
償

ハ
シ
ム
ベ
シ

え
つ
ほ
う
し
よ

第
五
條

教
師
始

メ
其
佗

ノ
者

工
私

ノ
謝
儀

二
不
及
、
私
謁
苞
苴

ヲ
受
ケ
候

モ
ノ
ハ
官

二
請

テ
督
責

ス
ベ

シ

第
六
條

教
場
内
貴
賤
長
却

ヲ
論

セ
ス
芸
術

ノ
優
劣

ヲ
以

テ
上
下

ヲ
分
リ

第
七
條

朝
八
字

ヨ
リ
タ
四
字
迄
終
業

ノ
時
間

ト
ス

第
八
條

毎
月
朔

日
全

日

六

日

十

一
日

十
六

日

廿

一
日

廿
六
日

半
日
休
日
課
ト

シ
テ
、
六
日

十
六
日

廿
六
日
清

書
日
ト
ナ

ス

附

リ
、
朔

日

十

一
日

廿

一
日

区
内
戸
長
副
伍
頭
百
姓
代
各
々

工
官

ヨ
リ

ノ
布
告
講

ス
ベ

シ

第
九
條

生
徒

ハ
礼
儀
信
実

ノ
行

ヲ
守
リ
汚
壊

ノ
所
業

ア
ル
ベ
カ

ラ
ス
、
教
師

ノ
教
訓

二
従

ヒ
専

ラ
自
己

ノ
課
業

ヲ
勤

メ
可
申

事

第
十
條

学
校
出
入

ハ
明
細
書

ヲ
以
奉
伺
取
計
候
様
可
仕
候
事

こ

の

「
私

小

学

畧

則

」

に

よ

る
と

、

男

女

と

も

八

歳

か

ら

入

学

を

許

し

、

筆

・
紙

・
墨

な

ど

の
用

具

は
自

弁

で
、

月
謝

は

一
人

一
朱

を

納

め

た
。

学

科

は
習

字

・
素

読

・
暗

読

・
算

術

の

四
科

目

と

し

、

初

級

・
三

級

・
二

級

・

一
級

の
四

段

階

に
分

け

て
教

育

が

は

じ

め

ら
れ

た
。

こ
う
し
た
私
小
学
校
や
私
塾
な
ど
は

「学
制
」
以
後
も
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
監
督
が
公
立
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
か

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
し
だ
い
に
公
立
学
校
に
切
り
か
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
間
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「学
校
」
(藤
田
文
庫
)

に
よ
る
と
、
こ
の
二
つ
の
学
校
で
も
生
徒
数
の
増
加
に
よ
っ
て
分
校
の
設
置
や
よ
り
広
い
場
所

へ
の
移
転
を
う
な
が
し
、
北
袋
町
小
学

校

は
、
当
時
教
員
の
佐
々
木
育
輔

(西
里
)
宅
の
あ

っ
た
旧
学
校
跡
か
ら
五
軒
屋
敷
の
元
与
力
斎
藤
宅
に
移
転
し
、

さ
ら

に
笹
鉾
町
浄
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表7明 治初年の奈良の私小学校と 厂学制」以後の奈良の小学校

北袋町小学校(旧 明教館

跡・佐々木育輔宅)

明5,5

中院町小学校

(旧極楽院跡)

明5.5

北魚屋東町

元与力

斎藤宅

東笹鉾町

浄国院

魁化舎(鳴 川町徳融寺)

明6.4?

嚶鳴舎(東 城戸町大黒社東隣)

明5.7

陶化 舎(林 小路町念仏寺)

明5.6

L支 学舎(西之阪町)
明5.7

又新舎第一番小学(北 御門町)北 御 門小学 鼓阪小学校

(文瞭舎)五 劫院 明8.7明11.8

明7.1
L精 勤舎第七番小学(東 之阪町)東 之阪小 学 明16 .3

明7.1光 蓮寺

尚教舎第五番小学(大 豆山町)大 豆 山小学 大豆山小学校

明7.1崇 徳寺 明9.7

貫習舎(半 田横町)1

明7.7

研精舎第二番小学(中 院町)鵲 小 学 飛鳥小 学校

明6.7極 楽院 明8.5明16.12
L更 新舎(御 所 馬場町)一 一一一 、

明7.7松 園嘉尚旧邸

魁化舎第三番小学(鳴 川町)鳴 川ノ亅、学 中辻小学 中辻小学校

明6.4徳 融寺 明11.3

騨 騨 鰌)-1

陶化舎第六番小学(林 小路町)椿 井小学 椿井小学校

明6.4念 仏寺 明9.4明16.9

支学舎(西 之阪町)西 之 阪小学

明6.8

*こ の表は藤田文庫 「学校」 ・『日新記聞』 ・各学校沿革史をもとに作成した。とくに北御門町五劫院の第一

番小学は、学校沿革史など地元の史料や藤田文庫、『奈良新聞』大正11年10月30日付記事 「学制発布五十年」

では又新舎となっているが、県に報告されている 「明治八年 第三大学区管下公学校表」(『奈良県行政文書

明治九年全十年官省諸達並指令綴』)では文瞭舎となっている。この表では又新舎としたが、今のところ/

この異同を説明できるだけの明確な史料を持ち合わせていない。おそらく 「学制」以後の第一番小学は又新

舎であったが、その後、一時文瞭舎とよばれた時期があったのかもしれない。
*創 立年月は史料によって異同があり、基本的には学校沿革史に基づいた。'
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か
ら
も
学
校
開
設
を
願
い
出
る

声
は
し
だ
い
に
高
く
な

っ
た
。

『
日
新
記
聞
』
第
三
号

(糊
飴
肛
)

に
は
、
「此

節
村

々
ヨ
リ
追

々

小
学
校
取
建

ヲ
願
出
ル
ヨ
シ
、

官

二
於
テ
其
指
揮
運
為
ノ
宜
ヲ

得

ハ
追
々
盛

ニ
ナ
ル
ベ
シ
」
と

そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
な
か
で
、
同
五
年
六
月
へ

県

で
は

「学
制
」
に
さ
き
だ
ち
、

「奈
良
県
就
学
告
諭
」

(船
蘇
狼
獺

駟
八
)
を
発

し
、
学
校

の
設
立

と
子
弟

の
就
学
を
奨
励
し
た
こ

と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

こ
の
こ
ろ

に
な
る
と
、
奈
良

町
だ
け
で
な
く
、
県
下

の
村
々

ま
た
中
院
町
小
学
校
は
、
同
五

年
六
月
、
漢
国
町
念
仏
寺
に
分

校
を
お
い
て
陶
化
舎
と
し
、
翌

七
月
に
そ
の
支
舎
と
し
て
西
之

阪
町
に
支
学
舎
を
お
い
た
。
ま

た
同
月
、
東
城
戸
町
大
黒
社
東

隣
に
分
教
場
を
お
き
嚶
鳴
舎
と

呼
ん
だ
ほ
か
、
鳴
川
町
徳
融
寺

に
も
分
教
場
を
お
い
た
と
い
う

が
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
学
校
も
、

「学
制
」

以
後
の
小
学
校
の
基

礎
と
な

っ
て
い
く

の
で
あ
る

(表
7
)。

国
院

へ
移

っ
た
後
、
明
治
七
年

(
天
茜
)

一
月
、
北
御
門
町

の

五
劫
院
に
か
わ

っ
た
と
い
う
。
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明
治
五
年

(
天
七
二)
八
月
、
「学
制
」
が
発
布
さ
れ
、
「
必
ズ
邑

二
不
学

ノ
戸
ナ
ク
、
家

二
不
学

ノ
人
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
」

(駄
橄
轄
鞴
難
鵬
に
蒔
姻

鵬
黻
啣
)
を
期
し
て
近
代
的
な
学
校
制
度
が
は
じ
ま

っ
た
。

「学
制
」

で
は
、
地
方
行
政
組
織
と
は
別
に
学
区
組
織
を
編
成
し
、
全
国
を
八
大
学
区
に

分

け
、

一
大
学
区
を
三
二
中
学
区
、

一
中
学
区
を
二

一
〇
小
学
区
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
中
学
区

に

一
中
学
校
、
小
学
区
に

一
小
学
校
を
お
い
た
。
奈
良
県
は
大
阪
府
を
本
部
と
す
る
第
四
大

学
区
に
属
し
た
が
、
翌
六
年

(天
七三)
四
月
に
第
三
大
学
区

(猷
輙
舗
)
に
変
更
さ
れ
た
。
中

学
区
は
大
阪
府

・
京
都
府

・
兵
庫
県

・
奈
良
県
の
順
に
番
号
が

つ
け
ら
れ
、
奈
良
県
は
第
十

三

・
十
四

・
十
五
の
三
中
学
区
と
さ
れ
た
。

つ
い
で
こ
の
中
学
区
を
人
口
約
六
〇
〇
人
を
基

準
と
す
る
小
学
区
に
分
け
、
合
計
六
八
五
小
学
区
を
設
け
た

(表
8
)。

こ
の
小
学
区
に
対

し

て
中
学
区
ご
と
に

一
連
番
号
を
あ
た
え
、
た
と
え
ば
添
下
郡
藤
木
中
村
校

(現
奈
良
市
立
富

雄
南
小
学
校

)

の
場
合
は
、
「第
三
大
学
区
第
十
三
中
学
区
第
六
十
番
小
学
」
と
呼
ん
だ
。

こ
の
小
学
区
は

六
年
八
月
に
確
定
し
、
学
校
の
設
立
は
そ
れ
に
基
づ
く
よ
う
に
と
県
か
ら
達
し
が
出

て
い
る

(「奈
良
県
布
達
」

第
四
六
五
号

)
。

「学
制
」
発
布
と

学

校

の

成

立

表8奈 良県の学区

大学区 中学区 郡 小学区 人口

第
3
大
学
区

第13中 学区
添上 添下
平群 山辺

250

424,476第14中 学区
葛下 広瀬 十市
式上 式下 宇陀

216

第15中 学区
高市 忍海 葛上
宇智 吉野

219

『奈良県教育八十年史』による。

 

こ
う
し
て
奈
良
は
、
第
三
大
学
区
第
十
三
中
学
区
に
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
小
学
区
も
第

一
番
小
学
か
ら
第
七
番
小
学
ま
で
が
設
け

ら
れ
、
従
来
か
ら
あ

っ
た
学
校
は
、
公
立
小
学
校
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
番
小
学
と
い
う
の
は
、
北

御

門
の
五
劫
院
を
仮
校
舎
と
す
る
又
新
舎

で
あ
り
、

つ
い
で
中
院
町
極
楽
院
の
研
精
舎
第
二
番
小
学
、
鳴
川
町
徳
融
寺
の
魁
化
舎
第
三

番
小
学
、
東
城
戸
町
の
嚶
鳴
舎
第
四
番
小
学
、
大
豆
山
町
崇
徳
寺
の
尚
教
舎
第
五
番
小
学
、
漢
国
町
念
仏
寺
の
陶
化
舎
第
六
番
小
学
、
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第一章 明治維新と奈良

表9明 治8年(1875)奈 良および周辺の小学校

名 称 位 置 創立年月 備 考

又新舎 奈良 ・北御門町 五劫院 明7.1 ★文瞭舎とあり

精勤舎 東之阪町 光蓮寺 7.1

尚教舎 大豆山町 崇徳寺 7.1

貫習舎 半田横町 7.7

研精舎 中院町 極楽院 6.7

更新舎 御所馬場町 松園嘉尚旧邸 7.7

魁化舎 鳴川町 徳融寺 6.4

嚶鳴舎 東城戸町 6.11

陶化舎 漢国町 念仏寺 6.4

支学舎 西之阪町 ・

自立舎 添上郡鳴川村(村 会所) 7.5

光栄舎 須川村 薬師 7.3

切問舎 狭川村 *7.5

好問舎 大柳生村 6.8

求仁舎 阪原村 旧十輪寺 7.3

尋文舎 邑地村 安楽寺 7.3

懋哉舎 下丹生村 平等寺 7.3

近思館 水間村 6.11

慎始舎 忍辱山村 薬師院 7.3

盛文舎 茗荷村 念仏寺阿弥陀堂 6.5

広文舎 古市村(民 家) 5.8

明新舎 鹿野園村 梵福寺 7.3

文明舎 藤原村(民 家) 7.3

栄文舎 高樋村(民 家) 7.6

観光舎 今市村 地蔵院 7.11

文勇者 北永井村 祐楽寺 7.4

明義舎 西九条村 7.4 6.5ニ ー小区小学

盛明館 大安寺村 ・ 7.4四 八番小学

信教舎 法華寺村 海龍王寺庫裏 7.10

成思舎 添下郡五条村 唐招提寺蔵松院 7.1 5.11の 私小 学

汎愛舎 疋田村 常福寺仏堂 7.3

佐紀館 超昇寺村 7.1

専精舎 山陵村 7.3

盛進舎 脇寺村 霊山寺不動院 7.2

修善舎 大向村 法蔵寺 7.2

清明館 二名村 杵築神社薬師堂 7.2

東
之
阪
町
光
蓮
寺
の
東
之
阪
第
七
番
小
学
精
勤
舎
と
、
い
ず
れ
も
同
六
年
か
ら
翌
七
年
に
か
け
て
設
立
さ
れ
た

(表
7
)。

注 この表は各学校沿革史をもとに作成した。ただし、一部にっいては 「明治八年 第三大学区管下公

学校表」(『奈良県行政文書 明治九年全十年官省諸達並指令綴』)より補い、★印をつけた。
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当
時
の
学
校
は
ほ
と
ん
ど
が
寺
院
を
使
用
し
、
そ
の
経
費
は
民
費
で
ま
か
な
う
こ
と
を

原
則
と
し
た
た
め
、
授
業
料
も
有
料
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
月
六
銭

二
厘
五
毛

(た
だ
し
師
範
学
校
附
属
小

学
校
は
月
一二
銭
五
厘

)
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
同
五
年
九
月
の

「
小
学
校
則
」

に

基
づ
き
、
小
学
科
は
上
下
二
等
に
分
け
、
こ
れ
を
さ
ら
に
各
八
級
に
区
分
し
、
各
級

の
授

業
期
間
は
六
か
月
、

一
週
六
日
、

一
日
五
時
間
制
で
、
学
齢
は
六
歳
か
ら

=
二
歳
ま
で
の

八
年
間
と
し
、
下
等
小
学
は
六
歳
か
ら
九
歳
ま
で
、
上
等
小
学
は

一
〇
歳
か
ら

=
二
歳
ま

で
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
教
科
を
配
当
し
た
り
、
教
科
書
を
き
め
る
な
ど
教
則

・
校
則
を
定

あ
、
学
区
取
締
り
を
お
い
て
学
校
事
務

の
い
っ
さ
い
を
監
督
し
た
。
ま
た
最
初

の
学
区
取

締
り
に
は
千
載
傳
吉
が
任
命
さ
れ
た
。

ま
も
な
く
、
明
治
七
年
七
月
、
研
精
舎
小
学

の
分
校

で
あ
る
更
新
舎
が
御
所
馬
場
町
松

園
嘉
尚
旧
邸
に
、
ま
た
尚
教
舎
小
学

の
分
校

で
あ
る
慣
習
舎
も
同
月
に
半
田
横
町
に
そ
れ

ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。
す
で
に
同
六
年
八
月
に
西
之
阪
町
に
陶
化
舎
小
学
の
支
舎
で
あ
る
支

学
舎
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
当
時
の
奈
良
に
は

一
〇
小
学
が
あ
っ

た

こ
と
に
な
る

(表
9
)。

明
治
八
年

(天
芸
)
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
番
号
や
学
舎
名
で
呼
ば
れ

て
い
た
学
校
名

が
、
も

っ
ぱ
ら
地
名

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
奈
良
で
は
、
又
新
舎
第

一
番
小
学
は

北
御
門
小
学
と
な
り
、
そ
の
支
舎
で
あ

っ
た
東
之
阪
第
七
番
小
学
は
東
之
阪
小
学
と
な

っ

た
。
ま
た
研
精
舎
第
二
番
小
学
は
更
新
舎
と
合
併
し
て
鵲
小
学
と
な
り
、
魁
化
舎
第
三
番

表10明 治10年(1877)の 奈良の学校

名 称 位 置 教場数
教員数 生 徒 数

連 合 町 村 数
男 女 男 女

北御門小学

鵲 小 学

中辻 小 学

椿井 小 学

大豆山小学

西之阪小学

東之阪小学

北御門町

中 院 町

中 辻 町

椿 井 町

大豆山町

西之阪町

東之阪町

7

7

5

7

6

3

i

7

5

4

5

6

1

1

1

i

1

137

i7s

134

151

124

20

17

116

141

112

104

134

23

6

押上町ほか21か町村

高畑村ほか63か町村

中辻町ほか42か町村

椿井町ほか42か町村

大豆山町ほか43か町村

西之阪町

東之阪町

旧 『奈良市史』による。
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小
学
は
鳴
川
小
学
と
な
り
、
さ
ら
に
中
辻
小
学
と
な

っ
た
。

つ
い
で
九
年

(
一八七六)
四
月
、
奈
良
県
は
堺
県
に
合
併
さ
れ
た
が
、
陶
化
舎
第
六
番
小
学
が
漢
国
町
か
ら
椿
井
町

に
移
転
し
、

東
城

戸
町
に
あ

っ
た
嚶
鳴
舎
第
四
番
小
学
を
合
併
し
て
、
同
月

に
椿
井
小
学
と
な
り
、
西
之
阪
町
の
支
学
舎
西
之
阪
小
学
を
そ
の
ま
ま
分
校

と
し
た
。
ま
た
尚
教
舎
第
五
小
学
は
半
田
横
町
に
あ

っ
た
慣
習
舎
を
合
併
し
て
大
豆
山
小
学
と
な
り
、
同
年
七
月
、
大
豆
山
突
抜
町
に

開
校
し
た
。

こ
う
し
て
明
治
十
年
ご
ろ
に
は
、
か

つ
て

一
〇
校
あ

っ
た
学
校
が
七
校

に
統
合
さ
れ
、
奈
良

の
初
等
教
育
の
第

一
歩
が
築
か
れ
た

(表
10
)。
ち
な
み
に
、
当
時
の
奈
良
の
学
齢
人
口
は
二
六
七
〇
人

(娚
一
弸
杓
隹
从
、)
に
対
し
て
七
校
の
就
学
人
数
は

=
二
九
七
人

(湧
埴
ハ

敢
肱
三
)

で
、
就
学
率
は
五
二

・
三
%
と
高

い
率
を
示
し
た
。

こ
の
数
字
は
当
時

の
奈
良
県
全
体

の
就
学
率

に
ほ
ぼ
近

い
数
字
で
あ
る

(表
11
)。

そ
の
後
、
明
治
十

一
年

(
一八七八)
八
月
、
北
御
門
五
劫
院

に
あ

っ
た
北
御
門
小
学
は

「追
々
破
損
箇
所
不
尠
且
日
々
生
徒
増
員
教
場

不
都
合
」
(藤
田
文
庫

「学
校
」
)
と
な

っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
東
大
寺
塔
頭
総
持
院
内
の
民
家
に
鼓
阪
小
学
校
が
開
校
し
た
。

第一章 明治維新と奈良

最

初

の

新

築

学

校

と
こ
ろ
で
、
奈
良
で
は
じ
め
て
新
築
さ
れ
た
学
校
は
、
奈
良
椿
井
町
の
酒
造
業
菊
屋
長
左
衛
門

の
屋
敷
跡
に
建
築

さ
れ
た
椿
井
小
学
で
あ
る
。

こ
の
学
校
は
、
椿
井
町
ほ
か
四
三
か
村
が
連
合
協
議
し
て
建
て
た
も
の
で
、
西
洋
風

木
造
二
階
建
二
棟

・
平
屋

一
棟
か
ら
な
る
当
時
と
し

て
は
随
分

ハ
イ
カ
ラ
な
校
舎
で
あ

っ
た
。
戸
長
役
場

も
兼
ね
、
明
治
八
年

(
天
七
五)
九
月

に
竣
工
し
、
翌

九
年

(
穴
七六)
四
月
に
開
校
し
た
が
、
開
校
式
に
は

時

の
堺
県
令
税
所
篤
が
出
席
し
て
い
る
。

表
11

奈
良
県
の
就
学
率

明 明治 治 年

八 七
年 年 次

学五 〇
⊂ミ ーて

二 三
齢人

七 二九 ノ1 口

学
齢
就

it毛 学、 、
些O
充 矢

人
数

学
齢
外
就

穴
三三 三
学人

益 杏一 一 数

学
齢

喜 ≡≡ 就
査 壱 学
%% 率

 

『奈
良
県
教
育
八
十
年
史
』
に
よ
る
。
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こ
の
校
舎
建
築
に
か
か

っ
た
費
用
は
、
総
工
費
三
〇
六
四
円
四
六
銭
二
厘
八
毛
、
そ
の
他
の
経
費

一
二
二
九
円
三
三
銭
二
厘
八
毛
で
、

寄
付
や
個
人
か
ら
の
借
入
も
あ

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
校
区
か
ら
の
負
担
で
あ
り
、
町
の
積
立
金
を
充
て
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
町

の

会
所
を
売
却
し
て
そ
の
代
金
を
充
て
る
と
こ
ろ
も
多
く
Y
第
四
小
区
の
町
内
で
は
会
所
の
な
い
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
と
い
う

(藤
田
文
庫

「学
校
」
)
。

校
舎
建
築
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

起

工

明
治
八
年
春

工
事
請
負
者

角
振
新
屋
町

大
工

符
阪
八
平

竣

成

明
治
八
年
九
月

正
面
二
階
建

二
階
二
掲
ケ
タ
ル
扁
額
椿
井
小
学

筆

者

日
下
部
鳴
鶴
東
作
書

開

校

式

明
治
九
年
四
月

学
区
取
締

中
御
門
胤
隆

元
衆
徒
前
春
日
新
神
司

建
築
委
員

松
田
嘉
平

森
田
藤
治
郎

橋
井
善
二
郎

上
沢
晋

元
衆
徒
旧
姓
井
ノ
坊

金
沢
昇
平

椿
井
小
学
校
建
築
費
負
債
総
計
算
表

一
金

弐
千
七
百
八
拾
弐
円

大
工
符
阪
八
平
建
築
請
負
総
額

一
金

八
拾
五
円

敷
地
買
入
代
価

一
金

百
九
拾
七
円
四
拾
六
銭
二
厘
五
毛
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第一章 明治維新と奈良

右
運
送
賃
普
請
小
屋
入
費
其
他
色
々

小

計

金
参
千
六
拾
四
円
四
拾
六
銭
弐
厘
八
毛

一
金

四
拾
四
円
九
拾
九
銭
七
厘
五
毛

正
副
戸
長
並
二
周
旋
方
集
会
費
大
工
方
祝
儀

一
金

参
拾
壱
円
拾
八
銭
九
毛

開
校
式
諸
費

一
金

拾
五
円
五
拾
銭

元
正
副
戸
長
学
区
取
締
周
旋
方
度
々
集
会
普
請
中
結
合
諸
費

小

計

金
九
拾
壱
円
六
拾
七
銭
八
厘
四
毛

一
金

拾
円

元
会
議
所
借
入
金
利
子
払

一
金

七
拾
円

同
上

一
金

三
百
三
拾
七
円
六
拾
五
銭
五
厘
四
毛

島
田

・
小
瀬

・
津
田

・
平
松
借
入
金
利
子
払

一
金

六
百
四
拾
円

元
会
議
所
ヨ
リ
借
入
金
明
治
十
年
ヨ
リ
利
子
滞

一
金

八
拾
円元

会
議
所
ヨ
リ
借
入
金
明
治
十
四
年
ヨ
リ
全
十
五
年
迄
利
子
滞

小

計

金
千
百
参
拾
七
円
六
拾
五
銭
四
厘
四
毛
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合

計

金
四
千
弐
百
九
拾
参
円
七
拾
九
銭
五
厘
六
毛

(藤
田
文
庫

「奈
良
椿
井
小

学
校
建
築
費
明
細
帳
」

)

つ
い
で
、
同
九
年
七
月
、
大
豆
山
小
学
も
大
豆
山
崇
徳
寺
の
束
里
舎
か
ら
大
豆
山
突
抜
町
に
移
り
、
西

洋
風
新
築
校
舎
で
開
校
し
た
。

明
治
十
二
年

(
天
七九)
九
月
、
「学
制
」
が
廃
止
さ
れ
、
「
教
育
令
」
を
公
布
し
た
が
、

こ
れ
に
よ

っ
て
従
来
の
学
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
学
区
取
締
に
か
わ

っ
て
学
務
委
員
を

お

い
た
ほ
か
、
就
学
年
限
を
八
年
か
ら
四
年
と
し
、
毎
年
四
か
月
以
上
授
業
す
れ
ば
よ
い
な
ど
就
学
義
務

が
緩
和
さ
れ
た
。
奈
良
で
は
、
翌
十
三
年

(
天
八〇)
二
月
に
学
務
委
員
と
し
て
早
川
新

・
橋
井
善
二
郎

の

両
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の

「教
育
令
」
は
放
任
主
義
と
の
批
判
が
強
く
、
ほ
ど
な
く
十
三
年
十
二
月
、
「
改
正
教

育
令
」
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
骨
子
は
、
公
私
立
学
校
や
就
学
児
童
の
取
扱
い
に
対
す
る
府
県
郡
区
の
監

督

の
強
化
や
学
区
制
の
再
置
、
補
助
金
の
廃
止
と
町
村
費
に
よ
る
学
校
の
設
立
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

っ

た
。明

治
十
四
年

(天
八
一)
二
月
、
堺
県
は
大
阪
府
に
合
併
さ
れ
、
奈
良
も
大
阪
府
に
属
す
る
こ
と

に
な

っ

た
が
、
同
年
四
月
、
今
ま
で
奈
良
市
街
に
二
人
お
か
れ
て
い
た
学
務
委
員
が
各
学
校
ご
と
に
配
置
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
同
年
十

一
月
、
「
改
正
教
育
令
」
を
受
け
て
大
阪
府

で
も

『
布
達
』
甲
二
十
四
号

「
教

育

令

」

以

後

表12奈 良町およびその周辺の学区と町村数

(明治14年11月 『大阪府布達』甲第24号)

学区番号 i 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

添 上 221 13 5 12 6 18 10 6 14 16 6

添 下 5 9 9 3 4 8 9 13 48

『奈良県教育八十年史』による。

 

で
小
学
区
の
区
画
を
確
定
し
た
。
大
和
国
全
体
で
は
三
四
区
を
か
ぞ
え
た
が
、
奈
良
は
添
上
郡
第

一
学
区
と
な
り
、
二
二

一
町
を
含
ん

で
い
た

(表
12
)。
し
か
も
、
町
村
が
連
合
し
て

一
つ
の
小
学
校
を
設
立
し
た
場
合
に
は
学
区
連
合
町
村
会
が
お
か

れ
、
も

っ
ぱ
ら
連
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第一章 明治維新と奈良

合
町
村
立
の
学
校
経
費
や
地
域
的
公
共
事
項
が
論
じ
ら
れ
た
が
、
奈
良
で
も
同
年
十
二
月
に
全
二
八
条
か
ら
な
る

「
学
区
連
合
町
村
会

規
則
」
が
作
ら
れ
て
府
の
許
可
を
得
て
い
る
。

こ
の
学
区
制
の
変
更
は
、
学
校
建
設
費
の
借
用
金
の
返
済
な
ど
で
複
雑
な
問
題
を
残
し
た
。
か

つ
て
明
治
八
年

(
天
蓋
)
の
椿
井
小

学
校
の
建
設
の
さ
い
の
借
金
が
、
大
豆
山
小
学
校
の
新
築
に
か
ら
む
返
金
の
こ
と
で
同
年
十
二
月
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
の
は
そ
の

一

例

で
あ
ろ
う
。
こ
の
訴
訟
は
か

つ
て
の
戸
長
な
ど
が
そ
の
地
位
に
い
な
か

っ
た
た
め
、
翌
十
五
年

(
天
八
二)
三
月
、

大
豆
山
校
区
の
高

天
市
百
姓
方
外

一
二
か
町
村
、
多
聞
町
外
九
か
町
村
、
南
半
田
中
町
外
六
か
町
、
鍋
屋
町
外
七
か
町
、
西
御
門
町
外

六
か
町
、
法
蓮
町

の
各
戸
長
六
人
が
連
署
し
て
大
阪
府
に
対
し
、
「無
利
足
向

フ
四
拾
ケ
年
賦
」
を
も

っ
て
返
済
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
学
校
経
費
の
捻
出
は
住
民
に
と

っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な

っ
た
。

明
治
十
五
年
二
月
、
『布
達
』
甲
第
二
十
三
号
で

「町
村
立
私
立
学
校
幼
稚
園
図
書
館
設
廃
規
則
」
が
定
め
ら
れ
、
新
た
に
設
置
す

る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
従
来
か
ら
あ
る
小
学
校

で
も
必
ず
位
置
名
称
や
校
則
、
教
員
数
、
生
徒
数
な
ど
を
具
申
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
、
同
年
九
月
に
こ
れ
を
実
施
し
た
。

こ
れ
を
と
り
ま
と
め
た
結
果
に
よ
る
奈
良
町
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
学
校
設
置
状
況
は

表

13
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
年
四
月
七
日
に
太
政
官
達

で
各
府
県
に
地
方
巡
察
使
派
遣
が
通
達
さ
れ
た
。
「大
阪
府
管
内
巡
察
記
」
巻
下

に
は
そ
の

子
細
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
元
老
院
議
官
槇
村
正
直
と
随
行
員
権
少
書
記
官
西
山
真
平
が
派
遣
さ
れ
た
。
大
阪
府
の

巡
察
は
同
年
五
月
八
日
か
ら
は
じ
ま

っ
た
が
、
当
時
、
大
阪
府
の
管
下
に
あ

っ
た
奈
良
に
は
同
二
十
九
日
に
入
り
、

「添
上
郡
奈
良
郡

役
所
」
を
視
察
の
あ
と
翌
三
十
日
に
は
、
「中
辻
学
校
」
や

「奈
良
師
範
学
校
」
な
ど
五
か
所
を
巡
察
し
て
い
る
。

「中
辻
学
校
」
の
項

に
は

「該
校
七
年

一
月
設
立
教
員
九
人
生
徒
現
員
四
百
五
十
五
人
当
日
出
席
三
百
九
十
人
裁
縫
教
員
四
人
十
五
年
度
校
費
千
二
百
四
十

二
円
余
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る

(
『明
治
十
五
年
明
治
十
六
年

地
方
巡
察
使
復
命
萄
』
下

)。
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表13明 治15年(1882)の 奈良町およびその周辺の学校設置状況

就学児童数 学齢児童数
名 称 教員数

男 女 男 女
連 合 町 村 数

鼓 阪小 学校 2(9) 265 226 411 416 押上 町ほか20か 町村

鵲 小 学 校 2(14) 355 296 550 464 鵲 町ほか64か 町村

中辻小学校 1(10) 191 176 408 432 中辻 町ほか42か 町村

椿井 小学校 1(11) 241 182 361 351 椿井 町ほか39か 町村

大豆山小学校 1(9) 262 218 370 380 大豆 山町ほか44か 町村

法華寺小学校 1(1) 57 41 82 53 法華寺村
狭 川小学校 2(2) 84 66 93 82 狭川村ほか4か 村

鳴川小学校 2(1) 45 35 52 49 鳴川村ほか5か 村
須川小学校 2(1) 54 36 59 51 須川村ほか1か 村

柳生小学校 1(1) 55 51 54 49 柳生村ほか1か 村
興ケ原小学校 1(1) 29 26 29 26 興ケ原村
大柳生小学校 1(2) 54 51 57 55 大柳生村
阪原小学校 1(2) 46 50 46 50 阪原村
邑地小学校 1(1) 47 45 47 45 邑地村
丹生小学校 1(2) 70 56 70 56 丹生村ほか2か 村
水間小学校 1(1) 43 40 50 62 水間村ほか1か 村
田原小学校 1(4) 141 141 252 189 矢 田原村ほか13か 村

誓多林小学校 1(1) 40 37 40 37 誓多林村ほか1か 村
忍辱山小学校 1(1) 40 30 45 43 忍辱山村ほか1か 村

北椿尾小学校 1(1) 33 20 36 23 北椿尾村ほか2か 村
高樋小学校 1(1) 30 20 37 37 高樋村ほか1か 村
米谷小学校 (1) 44 33 46 55 米谷村ほか2か 村
北永井小学校 1(1) 101 73 107 98 北永井村ほか5か 村
古市小学校 1(5) 146 144 227 235 古市村ほか5か 村
白毫寺小学校 1(1) 37 34 41 48 白毫寺村
今市 小学校 1(4) 156 106 177 175 今市村ほか5か 村
八条 小学校 1(2) 89 49 87 113 八条村ほか1か 村

大安寺小学校 1(2) 97 83 136 136 大安寺村ほか1か 村
西九条小学校 1(2) 93 93 105 121 東九条村ほか2か 村
佐紀 小学校 1(2) 85 55 108 85 佐紀村ほか1か 村
山陵小学校 1(1) 23 15 44 42 山陵村

甘壌 小学校 1(3) 102 63 126 123 斎音寺村ほか4か 村
砂村 小学校 1(4) 84 53 109 86 砂村ほか3か 村

秋篠 小学校 1(1) 28 17 30 25 秋篠村
押熊小学校 1(2) 51 54 60 66 押熊村ほか1か 村
六 邑小学校 1(5) 149 112 200 157 疋 田村ほか5か 村

二 名小学校 1(1) 53 40 72 76 二名村
三 碓小学校 1(1) 35 27 55 40 三碓村

中村小学校 1(2) 83 69 115 116 中村
石木小学校 2(1) 91 73 石木村ほか3か 村

()は 補助員 ・助手など。奈良県庁蔵 『明治17年 奈良郡役所部内公立小学校設置開申書』による。
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第一章 明治維新と奈良

こ
う
し
た
な
か
で
学
校
統
合
が
進
あ
ら
れ
、
翌
十
六
年

(天
八三)
三
月
に
鼓
阪
小
学
校

の
分
校

で
あ

っ
た
東
之
阪
小
学
校
が
、
ま
た
同
年
九
月
に
椿
井
小
学
校
の
分
校
で
あ

っ
た
西
之
阪
小
学
校

も
そ
れ
ぞ
れ
本
校
に
統
合
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
は
鵲
小
学
校
が
校
舎
が
狭
い
た
め
高
畑
村
に
新

築
移
転
し
、
飛
鳥
小
学
校
と
改
称
し
た
。

こ
れ
で
奈
良
の
小
学
校
は
、
鼓
阪

・
中
辻

・
椿
井

・
大

豆
山

・
飛
鳥

の
五
小
学
校
と
な

っ
た
。

い

っ
ぽ
う
、
さ
き
の

「改
正
教
育
令
」
に
基
づ
い
て
同
十
五
年
二
月
に
教
則
の
改
正
が
あ
り
、

小
学
校
は
初
等
科
三
年
、
中
等
科

三
年
、
高
等
科
二
年
と
な

っ
た
。
奈
良

で
は
、
同
十
七
年

(天
八四)
十
二
月
、
奈
良
郡
役
所
第

一
学
区
学
務
委
員
冨
松
彦
四
郎
ほ
か

一
四
人
が
連
署
し
て

「
中
高
等
小
学
校
設
置
伺
」
を
提
出
し
、

奈
良
郡
役
所
部
内
第

一
学
区
ノ
義
ハ
即
奈
良
市
街
及
接
続
村
合
計
百
五
拾
四
ケ
町
村
ノ
聯
合
掌
テ
五
ケ

小
学
校
ア
リ

(中
略
)
中
等
科
以
上
ハ
僅
々
ノ
生
徒
ニ
シ
テ

(中
略
)
今
般
聯
合
会
ノ
評
決
ヲ
経
テ
聯
合

内
二
一
ノ
中
高
等
学
校
ヲ
設
置
致
度

と
椿
井
小
学
校
内
に
寧
楽
高
等
小
学
校
の
設
置
を
申
し
出
て
い
る

(
『奈
良
県
行
政
文
書

小
学
校
設
廃

新
築
増
築
移
転
等
伺
開
申
届
』
1

)
。

こ
の
伺
い
は
許
可
さ
れ
、
翌
十
八
年

(
天
八五)
四
月
、
椿
井
小
学
校
内
に
寧
楽
小
学
校
を
開
校
し
、

第

一
学
区
の
五
小
学
校
の
中
等
科

・
高
等
科
の
生
徒
が
通
学
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

つ
い
で
明
治
十
九
年

(
一八八六)
四
月
、
勅
令
第
十
四
号
で

「
小
学
校
令
」
が
公
布

さ
れ
、
小
学

校
を
尋
常

・
高
等
の
二
科
と
し
、
修
業
年
限
も
各
四
か
年
で
、
授
業
料
も
徴
収
さ
れ
た
。
し
か
も

土
地
の
事
情
に
よ

っ
て
簡
易
科
も
お
か
れ
、
授
業
料
は
免
除
さ
れ
た
。

こ
こ
に
義
務
教
育
四
か
年

表14明 治20年(1887)の 奈良の学校

名 称 位 置
教
員
数

就学児童数 学齢児童数
連 合 町 村 数

男 女 男 女

奈良高等小学校

鼓阪尋常小学校

飛鳥尋常小学校

中辻尋常小学校

椿井尋常小学校

大豆山尋常小学校

登 大 路 町

雑 司 町

高 畑 村

中 辻 町

椿 井 町

大豆山突抜町

7

6

6

6

6

6

160

145

160

418

280

426

50

115

115

318

306

430

1752

315

334

120

152

175

1174

375

323

110

119

127

押上町ほか151か町村

押上町ほか20か町村

高畑村ほか17か町村

中辻町ほか32か町村

椿井町ほか34か町村

大豆山町ほか44か町村

旧 「奈良市 史』 による。
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制
が
は
じ
ま

っ
た
。
奈
良
で
は
、
翌
二
十
年
四
月
、
鼓
阪
を
は
じ
め
五
小
学
校
に
尋
常
科
を
お
き
、
い
ず
れ
も
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
、

い

っ
ぽ
う
、
高
等
科
に
つ
い
て
は
、
登
大
路
町
に
押
上
町
ほ
か

一
五

一
か
町
村
連
合
で
奈
良
高
等
小
学
校
が
お
か
れ
た
。
明
治
二
十
年

の
奈
良
の
学
校
の
教
員
数

・
就
学
児
童
数

・
学
齢
児
童
数
は
表
14
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
年
の
十

一
月
、
奈
良
県
が
再
設
置
さ
れ
、
奈
良
県
教
育
は
再
出
発
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年
三
月
、
時
の
奈
良
県
知
事
税
所
篤

は
、
普
通
教
育
の
普
及
徹
底
を
は
か
る
た
め
に
、
「小
学
簡
易
科
の
事
」
な
ど
六
項
目
に
わ
た

っ
て
郡
長
に
内
訓

(
第
十
二
号
)
を
し
た
。

こ

の
な
か
で

「教
育
の
普
及
を
は
か
る
に
は
、
不
就
学
児
童
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
第

一
で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
に
は
簡
易
科
設
置
を
多

く
す
る
こ
と
が
目
下
の
急
務
で
あ
る
」
(
『奈
良
県
教

育
八
十
年
史
』
)
と
簡
易
科
設
置
の
必
要
性
を
述

べ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
明
治
二
十

一
年
四
月
に

「市
制
」
「
町
村
制
」
が
公
布
さ
れ
、
新
し
く
町
村
の
統
廃
合
が
進
む
な
か

で
、

二
十
三
年
十

月
、
こ
の

「小
学
校
令
」

も
改
正
さ
れ
、
「
其
市
町
村
内

ノ
学
齢
児
童

ヲ
就
学
セ
シ
ム
ル
ニ
足

ル
ヘ
キ
尋
常
小
学
校

ヲ
設
置

ス
」

(第
二
五
条
)
る
こ
と
を
原
則
に
、
管
内

の
小
学
校

の
整
理

・
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
た
。

奈
良
に
町
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
二
十
二
年

(
天
八九)
四
月
、
奈
良
に
は
奈
良
高
等
小
学
校
の
ほ
か
、
各
区
に

一

校
ず

つ
五

つ
の
尋
常
小
学
校
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
区
は
鼓
阪
尋
常
小
学
校
、
二
区
は
飛
鳥
尋
常
小
学
校
、

三
区
は
中
辻
尋
常
小
学
校
、
四
区
は
椿
井
尋
常
小
学
校
、
五
区
は
大
豆
山
尋
常
小
学
校
で
あ
る
。
こ
の
年
三
月
、
時

の
奈
良
県
知
事
税

所
篤
は
、
普
通
教
育
の
普
及
徹
底
を
は
か
る
た
め
に
、
「小
学
簡
易
科
の
事
」
な
ど
六
項
目
に
わ
た

っ
て
郡
長
に
内
訓

(疏
む

を
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
「
教
育
の
普
及
を
は
か
る
に
は
、
不
就
学
児
童
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
第

一
で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め

に
は
簡
易
科
設
置

を
多
く
す
る
こ
と
が
目
下
の
急
務
で
あ
る
」
(
『奈
良
県
教
育

八
十
年
史
』

)
と
、
簡
易
科

の
設
置
の
必
要
性
を
述

べ
た
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。

奈
良
町

で
も
、
こ
れ
よ
り
さ
き
明
治
二
十
年

(天
八七)
四
月
に
鼓
阪
尋
常
小
学
校
簡
易
科
教
場
が
お
か
れ
、
翌
二
十

一
年

(
天
八八)

に
は
大
豆
山
を
除
く
椿
井

・
飛
鳥

・
中
辻

の
各
尋
常
小
学
校

に
も
三
年
制

の
簡
易
科
が
併
置
さ
れ
、
貧
民
児
童

の
教
育
に
あ
た

っ

町

制

下

の

小

学

校
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た

(表
15
)。

し
か
し
、
は
や
く
も
奈
良

の
小
学
校
お
よ
び
簡
易
科
教
場

の
整
理

・
統
合
の
動
き
が
出
て
き
た
。
二
十
二
年
八
月
、
郡
長
は

「学
校

へ
い

ノ
資
力
ヲ
増
殖
セ
シ
メ
、
良
教
員

ヲ
聘

シ
、
校
舎
及
ヒ
書
籍
器
械

ヲ
完
備
シ
以
テ
教
育
ノ
普
及

ヲ
斗
ル
ハ
目
下
ノ
急

務
」

(学
第
七

七
九
号
)

で

あ
る
と
、
奈
良
町
の
五
尋
常
小
学
校
及
び
簡
易
科
教
場
の
合
併
を
町
長
に
諮
問
し
た
が
、
「近
頃
各
校
ト
モ
生
徒

ハ
追

々
相
増

シ
候
景

況

二
付
今

ニ
シ
テ
合
併

セ
ハ
又
建
増
等

ノ
設
計
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

(中
略
)
其
経
費
ヲ
軽
減
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
得

ヘ
カ

ラ
サ
ル
次
第
」

と
結
局
見
送
り
と
な

っ
た

(
『奈
良
県
行
政
文
書

学
校
設
廃
関
係
其
他

必
要
書
類

添
上
郡
・平
群
郡
・山
辺
郡
』
)。

つ
い
で
、
翌
二
十
三
年

(天
九〇)
十
月
、
新
し
い
市

・
町
村
制
の
も
と
で

「小
学
校
令
」

の
改
正
が

行

わ
れ
た
。

こ
の
改
正
で
は
、
「
小
学
校

ハ
之
ヲ
分
テ
尋
常
小
学
校
及
高
等
小
学
校
ト
ス
」

(籟
二
)

る

こ
と
や

「其
市
町
村
内

ノ
学
齢
児
童

ヲ
就
学
セ
シ
ム
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
尋
常
小
学
校
ヲ
設
置
ス
」
(第
二
五
条
)

る
こ
と
な
ど
を
原
則
に
、
県
内
の
小
学
校
の
整
理

・
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
た
が
、
と
く
に
こ
の
改
正
で

は
簡
易
科
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
奈
良
で
は
引
き

つ
づ
き
尋

常
小
学
校
五
校
が
存
続
し
た
が
、
各
校
に
お
か
れ
た
簡
易
科
は
翌
二
十
四
年

(
1:九
1>
に
廃
止
さ
れ
る

に
い
た

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
奈
良
高
等
小
学
校
は
、
奈
良
町
と
佐
保
村
の
連
合
組
合
と
い
う
形
で
、
二
十
年
三
月
に

登
大
路
町
に
開
校
し
た
。
そ
の
経
費
は
、
奈
良
町
が
全
体
の
約
三
分

の
二
を
負
担
し
て
い
た
が
、
二
十

六
年
度
を
限
り
に
佐
保
村
は
脱
退
し
、
以
後
奈
良
町
だ
け
の
も
の
と
な

っ
た
。

こ
の
間
、
生
徒
数
の
増

加
や
当
初
に
お
か
れ
た
登
大
路
町
の
旧
寧
楽
書
院
が
県
庁
舎
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、

一
時

奈
良
高
畑
町
の
飛
鳥
尋
常
小
学
校
の
校
内
に
移
転
併
置
さ
れ
た
り
、
ま
た
東
寺
林
町
の
町
役
場
に
分
校

表15奈 良の尋常小学校簡易科教場

尋常小学校名

鼓阪尋常小学校簡易科教場

椿井尋常小学校簡易科教場

飛鳥尋常小学校簡易科教場

中辻尋常小学校簡易科教場

開 設 年

明治20年4月

21年5月

21年4月

21年?

閉 設 年

明治24年10月

24年4月

?

?

暁酢「各尋常小学校沿革誌」をもと1
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表
16

明
治
二
十
年
代
の
奈
良
の
学
校
の
就
学
状
況

種

別

奈
良
高
等小学校

鼓
坂
尋
常小学校

飛
鳥
尋
常小学校

中
辻
尋
常小学校

椿
井
尋
常小学校

大
豆
山
尋常小学校

合

計

不
就学児

総

児

年

別

職員数

就

学児童数

職
員数

就

学児童数

職
員数

就

学児童数

職
員数

就

学児童数

職
員数

就

学児童数

職
員数

就

学児童数

職
員数

就

学児童数

童
数

童

数

明治

二
十
二
年

六

二
竺

六

四
芸

六

三
七
六

七

三
五
〇

六

>>
h1
0

四

二
四
〇

二
九

二、
O
=

八
δ

二、

八
三

全

二
十
三
年

七

二
八
四

七

四
九
四

六

四
四
八

七

三
三
七

七

三
凪

五

二
互

ゴ三

二、

三
九

八
四
八

二、
九
八
七

△⊥

二

十
四

年

八

三
宝

六

四
七
六

六

四
五
〇

七

三
八
三

七

三
四
五

五

一
エハ
四

≡

二
、
一
三
二

七
五
二

二、
九

蓋

全

二
十
五
年

九

三
四
〇

七

四
九
二

七

四
四
四

七

三
九
三

七

四
西

五

二
七
〇

三
三

二、

鼕ゴ

六
互

≫l
'
0
0
四

全

二
十
六
年

九

三四
七

七

四
吾

七

四
八
七

八

四
=

七

四
三
二

五

二
七
八

三
四

二、
四
〇
丑

六
三
四

三、
〇
三
九

全

二
十
七年

九

三吾

七

四
九一

七

四
六
七

八

四
二
八

七

四
三
八

五

二
九
三

三
四

二、
四
六
七

六
二
三

>>l
'
0
九
〇

全

二
十
八
年

九

三葛

八

五9

八

四
四
八

七

四
五
二

七

四
互

五

二
八
三

三
五

二、
五

三
'x;

0
0

三、
一

三

全

二
十
九年

三

四二
八

八

丑空

八

四
弖

八

四
三
六

八

四
亶

八

二
八
二

三
八

二、
五
九
〇

四
六
二

三、
〇
五
二
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旧

『
奈
良
市
史
』

に
よ
る
。

が
お
か
れ
る
な
ど
し
た
が
、
二
十
九
年

(天
九六)
に
は
、

一
万
三
〇
〇
〇
円

の
町
債
を
起

こ
し
、
登
大
路
町
県
庁
横

に
新
校
舎
が
新
築

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
区
の
学
校

に
高
等
科
が
併
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
四
十
四
年

(一九
一一)
三
月
に
廃
校
と
な

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
町
制
施
行
当
時
、
町
の
教
育
費
は
三
八
六
四
円
で
あ

っ
た
が
、
七
年
後

の
明
治
三
十
年
に
は

一
万
三

一
=
二
円
余
と
な

り
、
約
四
倍
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
学
齢
児
童
の
就
学
に
つ
い
て
は
、
表
16
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
奨
励
も
あ

っ
て
明
治
二
十
二
年

に
は
、
総
児
童
数
二
八
二

一
人
に
対
し
不
就
学
児
童
が
八

一
〇
人

で
あ

っ
た
の
が
、
二
十
九
年

に
は
総
児
童
数
三
〇

五
二
人
、
不
就
学

児
童
数
四
六
二
人
と
総
児
童
数
の
増
加
に
反
し
、
不
就
学
児
童
数
は
半
分
近
く
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
こ
の
時
期
に
は
、
女
子
中
等
教
育
と
し
て
は
、
明
治
二
十
九
年
、
水
門
町
に
設
立
さ
れ
た
奈
良
県
立
高
等
女
学
校
が
、
ま
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た
私
立

で
は
、
二
十
七
年

(天
九四)
に
設
立
さ
れ
た
奈
良
英
和
学
校
の
後
身
に
あ
た
る
奈
良
尋
常
中
学
校
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

学
校
の
開
設
に
は
資
格
を
も

っ
た
多
く
の
教
員
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
有
資
格
者
を
揃
え
る
こ
と
は

か
な
り
困
難
な
こ
と
で
あ

っ
た
た
め
、
地
方
の
有
識
者
を
暫
定
的
に
助
教
に
採
用
す
る
場
合
が
多
か

っ
た
。
そ
こ

で
、
政
府
は
各
府
県
に
教
員
養
成
の
た
あ
の
学
校
の
設
立
を
命
じ
た
。

奈
良
県

で
は
、
明
治
七
年

(一八茜
)

一
月
、
小
学
教
員
伝
授
所
と
し
て
寧
楽
書
院
を
設
け
、
生
徒
を
募
集
し
た
。

校
舎

は
興
福
寺
東

室

の

一
部
を
あ
て
た
。
「寧
楽
書
院
規
則
」
に
よ
る
と
、
生
徒
は
原
則
と
し
て

一
七
歳
以
上
三
〇
歳
ま
で
と
し
、
定

員

一
五
〇
人
で
上

中
下
の
三
等
か
ら
な
り
、
期
間
は
各
六
か
月
と
し
た
。
授
業
料
は

一
か
月
に
つ
き
二
〇
人
が
五
〇
銭
、
五
〇
人
が
三
〇
銭
、

一
〇
〇
人

が
二
五
銭
と
な

っ
て
お
り
、
貸
費
生
も
い
た
。
翌
八
年

(天
芸
)

一
月
か
ら
卒
業
生
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
四
月
に
小
学
教
員
伝
習
所

を
師
範
学
校
と
改
め
る
こ
と
を
上
申
し
て
、
六
月
、
奈
良
県
師
範
学
校
と
改
称
し
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
三
月
に
支
校
と
し
て
宇
智
郡
五
條
町
旧
代
官
所
跡
に
五
條
小
学
教
員
伝
習
所
を
設
け
て
い
た
の
で
、
奈
良
県
師
範

学
校
は
奈
良
師
範
学
校
と
五
條
師
範
学
校
と
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

つ
い
で
、
明
治
九
年

(天
七六)
三
月
、
式
上
郡
芝
村
に
奈
良
師
範
学
校
予
備
校
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
予
備
校
は
、

師
範
進
学
と
教

員
速
成
と
い
う
機
能
を
合
わ
せ
も

っ
た
も
の
で
、
芝
村
の
ほ
か
、
郡
山

・
川
津

・
平
谷
に
も
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
教
員
資
格
向
上

の
た

め
、
奈
良
県
で
は
助
教
を
集
め
て
夏
期
休
暇
中
に
県
内
各
地
で
講
習
所
を
開
い
た
。

同
年
四
月
、
奈
良
県
が
堺
県
に
合
併
さ
れ
る
と
、
僻
地
の
不
便
さ
も
あ

っ
て
五
條
師
範
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
川
津
予
備
校
は
平
谷
予

備
校
に
合
併
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
奈
良
県
師
範
学
校
は
消
滅
し
、
奈
良
師
範
学
校
以
下
四
校
は
堺
師
範
学
校
の
分
校
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
堺
県
師
範
学
校
分
局
奈
良
学
校
、
同
郡
山
学
校
、
同
芝
村
学
校
、
同
平
谷
学
校
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
同
八
月
に
は
、
奈

良

・
郡
山

・
芝
村

・
平
谷
に
大
和
国
学
資
金
で
中
学
科
が
お
か
れ
た
。

師

範

学

校

の

成

立

59



明
治
十
四
年

(一八八
一)
二
月
に
堺
県
が
大
阪
府
に
合
併
さ
れ
る
と
、
財
政
的
な
事
情
か
ら
同
七
月
に
芝
村
学
校
、

同
十
月

に
郡
山
学

校

が
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
同
八
月
に
奈
良
学
校
と
平
谷
学
校
は
、
府
立
奈
良
師
範
学
校

・
平
谷
師
範
学
校
と
改
称

さ
れ
た
。
翌
十
五
年

(天
八二)
六
月
に
は
平
谷
師
範
学
校
を
廃
止
し
て
翌
七
月
に
こ
れ
を
吉
野
郡
飯
貝
村

(蝦
賠
)

の
本
善
寺

に
移
し
、

吉
野
師
範
学
校
と
し
た
が
、
同
十
九
年

(天
八六)
五
月
に
大
阪
尋
常
師
範
学
校
に
併
合
さ
れ
た
。

い

っ
ぽ
う
、
奈
良
師
範
学
校
は
、
十
三
年

(一八八〇)
十

一
月
、
興
福
寺
旧
観
禅
院
跡
に
校
舎
が
新
築
さ
れ
た
の
で
、
同
寺
東
室
か
ら

移

っ
た
。

つ
い
で
十
六
年

(天
八三)
十

一
月
、
校
舎
が
狭
く
な

っ
た
た
め
、
東
本
願
寺
の
説
教
場
と
な

っ
て
い
た
旧
寧
楽
学
校
校
舎
を

借

用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
旧
寧
楽
学
校
校
舎
を
明
け
渡
す
さ
い
に
東
本
願
寺
説
教
場
が
極
楽
院
に
移

っ
た
た
あ
、
極
楽
院

を
校
舎
建
築
中

の
仮
校
舎
と
し
て
い
た
鵲
小
学
校
は
や
む
な
く
紀
寺
村
南
蓮
寺
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
る
な
ど
、
師
範

校
舎
問
題
は
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
解
決
ま
で
か
な
り
の
時
日
を
要
し
た
。
同
十
九
年
三
月
、

一
府
県

一
校
と
す
る
師
範
学
校

令

に
よ

っ
て
奈
良
師
範
学
校
は
廃
校
と
な
り
、
大
阪
府
尋
常
師
範
学
校
に
併
合
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
は
奈
良
に
師
範
学
校
は
な
か

っ
た
が
、
奈
良
県
再
置
後
の
同
二
十

一
年

(
天
八八)
七
月
、
師

範
学
校
令
第
三
条

に
基
づ
き
、
奈
良
県
尋
常
師
範
学
校
が
登
大
路
公
園
地
内
第
二
三
番
地
に
お
か
れ
、
初
代
校
長
に
は
兵
庫
県
師
範
学
校
教
諭
土
屋
弘
が

任
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
同
十

一
月
十
八
日
に
は
開
校
式
を
あ
げ
、
こ
こ
に
本
県
師
範
学
校
の
発
足
と
な

っ
た
。

女
紅
場
は
、

の
ち
に
裁
縫
場
と
も
呼
ば
れ
、

一
五
歳
以
上
の
女
子
を
集
め
、
裁
縫
や
養
蚕
な
ど

の
技
術
を
教
え
る

か
た
わ
ら
、
読
書

・
算
術

・
作
文
な
ど
の
学
科
も
教
え
る
と
こ
ろ
で
、
明
治
八
年

(
天
七五)
ご

ろ
、
東
城
戸
町
大

黒
社

の
東
隣

に
開
設
さ
れ
た
の
が
初
め
て
と
さ
れ

(藤
田
文
庫

「学
校
」
)
、

つ
い
で
大
豆
山
女
紅
場
が
設
け
ら
れ
た
。
十
年

(
天
薯
)
六
月
、
「
女

紅
場
設
立
願
心
得
」
(『堺
県
布
達
』

乙
第
四
十
二
号
)
が
出
さ
れ
、
翌
十

一
年
六
月
、
東
城
戸
町
に
奈
良
女
紅
場
が
設
立
さ
れ
た
が
、

大
和
国

一
大
区

一

小
区
副
戸
長
橋
井
善
二
郎
ら
が
県
令
あ
て
に
、

「女
紅
場
上
申
書
」
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
東
城
戸
町
に
仮
開
校
し
た

女

紅

場

と

寧

楽

幼

稚

園
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女
紅
場
を
奈
良
中
央
女
紅
場
と
し
、
さ
ら
に
北
女
紅
場
と
南
女
紅
場
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
堺

県
当
局
は
東
城
戸
町
の
女
紅
場

一
か
所
の
み
許
可
し
、
名
称
も
奈
良
女
紅
場

に
す
る
と
の
通
告
が
あ

っ
た
と
い
う

(藤
田
文
庫

「学
校
」
)
。

ま
た
同
年
十

一
月
、
東
笹
鉾
町
会
所
に
北
女
紅
場
が
設
け
ら
れ
、
さ
き
の
大
豆
山
女
紅
場

は
廃
止
と
な

っ
た
。

さ
ら
に
翌
十
二
年

(穴
七九)
二
月
、
川
ノ
上
町
に
南
女
紅
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
十
五
年
か
ら
は
女
紅
場
は
小
学
校
内

に
裁
縫
場
と
し
て
併

置

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

明
治
十
八
年

(天
会
)
五
月
、
第

一
学
区
椿
井
中
辻
両
小
学
校
所
属
の
六
八
か
町
村
を
代
表
し
て
大
森
吉
兵
衛
ら
が

「
公
立
幼

稚
園

設
置

ノ
伺
」
を
県
に
提
出

(
『奈
良
県
行
政
文
書

小
学
校
設

廃
新
築
増
築
移
転
等
伺
開
申
届
』
)
し
、
翌
六
月
、
東
城
戸
町
の
旧
奈
良
女
紅
場
跡
に
寧
楽
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
、

保
母

の
任
命
も
あ

っ
た
。

翌
十
九
年

(天
八六)

一
月
か
ら
同
名
称
の
ま
ま
第

一
学
区
所
属

一
五
三
か
町
村
連
合
の
幼
稚
園
と
な
り
東
寺
林
町

三
八
番
地

に
移
転

し
、
園
費
お
よ
び
図
書

・
器
具

・
器
械
な
ど
も
同
町
村
の
共
同
負
担
と
な

っ
た

(
「町
村
立
幼
稚
園
設
置
上
変
更
伺

前
掲
『奈
良
県
行
政
文
書
』
所
収
」
)。

そ
の
後
、
同
年
六
月

に
椿
井
尋
常
小
学
校
保
育
科
と
改
称
し
、

つ
い
で
同
二
十
六
年

(天
九三)
に
ふ
た
た
び
分
離

し

て
育
芳
幼
稚
園

と
改
称
し
た
。

私
学
校
は
、
か

つ
て
の
家
塾
や
私
塾
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
「
明
治
十
二
年
堺
県
管
内

奈
良
の
私
学
校

私
学
校
表
」
(
『奈
良
県
行
政
文
書

自
明
治
十
三
年

至
全
十
四
年

官
省
諸
達
並
指
令
綴
』
)
に
は
、
先
述
し
た
佐
々
木
育
輔
の

「
明
教
舎
」
(
蝴
怡
伍
郷
燗
)

や
林
昭

正

の

「静
敬
舎
」
(明
治
十
二
年
創

立
、
東
城
戸
町
)
や
清
水
浪
江
の

「考
究
舎
」
(蝴
抬
配
填
海
囎
)
が
あ
が

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
石
崎
文
夫
の

「叺
文
堂
」

が
後
藤
町
に
設
立
さ
れ
た
ほ
か

(詳
細
は

不
明

)、
「明
教
舎
」
の
後
身
で
あ
る

「
守
徳
舎
」
(蝴
粭
卅
駟
購
創
)

や

「
隆
峯
舎
」

(餬
蠕
斗
齔
箭
激
明
)
、

「明
計
舎
」
(明
治
十
七
年
十
月

創
立
、
西
城
戸
町
)
が
開
設
さ
れ
明
治
二
十
年
代
に
は
表
17
の
よ
う
な
私
学
校
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
学
校

で
は
い
ず
れ
も

修
身
や
習
字

・
算
術

・
裁
縫
な
ど
を
教
え
て
い
た
。
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も
う

一
つ
代
表
的
な
私
学
校
と
し
て

「奈
良
英
和
学
校
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「奈
良
英
和
学
校
」
は
、
明
治
二
十
年

(
穴
八七)
に
玉
置
格

・
井
戸
義
光

・

島
田
庸

一
・
中
山
貞
楠
ら
が
発
起
人
と
な

っ
て
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
同

年
九
月
二
十
七
日
付
で
認
可
さ
れ
た
。
校
長
に
は
玉
置
格
が
任
命
さ
れ
、
井

戸
義
光

・
島
田
庸

一
の
両
名
を
幹
事
に
、
ま
た
東
京
か
ら
石
川
和
助
を
教
頭

に
迎
え
て
同
月
末
日
、
橋
本
町
二
三
番
地
の
民
家
を
校
舎
と
し
て
開
校
式
を

あ
げ
た
。
開
校
当
時

の
入
学
者
は
長
幼
と
も
で
男
女
約
三
〇
人
、
う
ち
七
、

八
人
は
小
学
校
の
退
校
者

で
あ

っ
た
と
い
い

(
藤
田
文
庫
「奈

良
英
和
学
校
」
)
、
奈
良
町
お
よ

び
そ
の
近
傍
だ
け
で
な
く
、
遠
く
山
城
か
ら
も
入
学
者
が
集
ま
り
、
東
大
寺

や
興
福
寺
の
若
い
僧
も
夜
学
に
通
う
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
、
教
室
も
狭
く
な
っ

た
の
で
、
同
年
十
二
月
に
東
向
中
町
五
番
地
の
空
家
に
移
転
し
た
。

つ
い
で
翌
二
十

一
年

(
天
八八)
十
月
、
井
戸
義
光
の
尽
力

で
興
福
寺
の
旧

跡
西
南
隅
の

一
角
、
登
大
路
町
四
〇
番
地
の

一
部
を
買
い
取
り
、
翌
二
十
二

年
三
月
校
舎
の
建
築
に
と
り
か
か
り
、
七
月
に
新
校
舎
が
完
成
し
た
。

そ
の
後
、
二
十
七
年

(
天
九
四)
四
月
ご
ろ
か
ら
、

「奈
良
英
和
学
校
」

を

中
学
校
制
に
改
め
、
校
名
を

「私
立
奈
良
尋
常
中
学
校
」
と
す
る
議
が
お
こ

り
、
同
年
十
二
月
設
立
の
認
可
が
出

て
正
式

に
発
足
、
翌
二
十
八
年

(天
九吾

一
月
、
開
校
式
が
行
わ
れ
た
。
古
沢
知
事
、
参
事
官
、
尋
常
師
範
学
校
長
な

表17明 治20年(1887)の 奈良の私学校

名 称 所 在 地 学 科 教授者 生徒数 備 考

隆 峯 私 塾 添上郡 奈良鶴福院町 習 字 1 45

広 畔 学 校 東笹鉾町 修 身 1 3

明 計 舎 西城戸町 算 術 1 9

香 雪 学 校 高畑村 習 字 1 27

奈良英和学校 東向中町 英 語 1 26

雲香裁縫学校 高畑村 裁 縫 1 8

蓮 花 〃 椿井町 〃 1 16

梅 花 〃 高天町 〃 1 11

日廼家 〃 脇戸町 〃 1 15

紅 錦 〃 毘沙門町 !ノ 1 8

春 秋 〃 東城戸町 〃 1 2

注 明治20年 『奈良県統計書』をもとに作成した。なお、明治25年同書には、「奈良英和学校」以外に、「竹水

義塾」(漢学)、「大和女学校」「崇徳女学校」(いずれも裁縫)が あった。
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ど

二
五
〇
人
の
来
賓
を
迎
え
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
と
い
う

(
『教
会

誌
』

)。

し
か
し
、
明
治
三
十
四
年

(一九2
)
三
月
、
米
国
聖
公
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
意
向
で
こ
の
奈
良
尋
常
中
学
校
は
廃
校
と
な

っ
た
。

2

開
化
の
世
相

第一章 明治維新と奈良

富
国
強
兵
を
め
ざ
し
た
明
治
政
府
は
、
わ
が
国
の
近
代
化
を
は
か
る
た
あ
、
欧
米
の
制
度
文
物
や
生
活
様
式
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。

奈
良

で
も
、
明
治
四
年

(天
七
一)
十

一
月
に
就
任
し
た
県
令
四
条
隆
平
は
着
任
早
々
、
こ
れ
を
受
け
て
開
化
政
策
を
進
め
た
が
、
文

明
開
化
そ
の
も
の
が
上
か
ら
の
近
代
化

で
あ

っ
た
以
上
、
い
き
お
い
役
人
の
主
導
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
開
化
は
ま
ず
、
県
庁
か
ら
進

め
ら
れ
た
。
奈
良

で
最
初

の
新
聞

『
日
新
記
聞
』
第

一
号

(鯛
礁
肥
)
に
は
、

去
歳
奈
良
ノ
新
県
創
立
ア
リ
シ
ヨ
リ
、
庁
中
椅
子
高
案

(テ
ー
プ
ル
)
ヲ
設
ケ
官
吏
ハ
皆
散
髪
脱
刀
洋
服
ニ
テ
靴
ノ
マ
・
昇
降

シ
タ
リ
、
謂
ユ
ル

蜀
犬
吠
日
ト
カ
ヤ
・
士
人
愕
然
ト
シ
テ
物
窯

纏
纔
タ
リ

(中
略
)
新
県
創
立
以
来
因
襲
・
風
晉

改
除
シ
、
僅

薮

月
ヲ
閲
シ
テ
体
制
頓
二
改

観
セ
リ

(後
略
)

と
県
庁
で
の
開
化
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
が
、
興
福
寺

一
乗
院

に
お
か
れ
た
新
県
庁

に
椅
子
や
高
案
を
備
え
、
官
吏

は
み
な
散
髪

.
脱

刀

・
洋
服
姿
で
、
し
か
も
靴
の
ま
ま
で
歩
く
あ
り
さ
ま
に
当
時

の
人
々
の
驚
嘆

の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
四
条
県
令
や
参
事
が
、

県
学
校

(明
治
四
年

九
月
創
立
)
に
洋
書
の
翻
訳
書
や
地
図
を
寄
贈
し
、
「家
国

ヲ
為
ル
モ
ノ

・
史

ヲ
読
ム
、
豈

二
国
史

ト
漢
史

ト
ノ
ミ

ニ
止

ラ
ン

ヤ
」
(『日
新
記
聞
』

第
一号

)
と
洋
学
を
す
す
め
る
題
言
を
与
え
た
こ
と
も
報
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
四
条
県
令
の
文
明
開
化
に
対
す

る
強
い
意
欲
が
う
か
が
え
よ
う
。
以
下
、
四
条
県
令
の
開
化
政
策
の
諸
側
面
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

四

条

県

令

の

開

化

政

策
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ま
ず
、
教
育
政
策
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
五
年

(天
七
二)

一
月
、
県
学
校
に
婦
女
子
の
入
学
を
許

可
し
た
り
、
同
年

六
月
に
は
、
「学
刷
」
発
布
に
先
立

っ
て

「奈
良
県
就
学
告
諭
」
(
「布
達
」

第
四
八
号
)
を
出
し
、
学
校
の
設
立
と
子
弟
の
就
学
を
奨
励
す
る
な
ど
、

四
条
は
教
育
の
啓
蒙
的
性
格
を
重
要
視
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。

つ
ぎ
に
、
殖
産
興
業
政
策

に
つ
い
て
み
る
と
、
亀
瀬
越
新
路
の
開
設

(
「布
達
」
第
五
五

号

明
治
五
年

)
や
協
力
開
路
会
所
設
立

(嗣
治
牒
勒
七
ロ写
)
、
勧

業
所
の
設
置
の
ほ
か
、
若
草
山
の
山
麓

で
の
乳
牛
の
放
牧
と
牛
乳
の
販
売

(
『日
新
記
聞
』
第

三
・六
・
【四
号
)

や
興
福
寺
旧
境
内
で

の
官
営
市

の
開
催

(
「布
達
」
第
五
三

六
号

明
治
六
年
)
な
ど

(辭
瀰
は
)
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

ろ
う
し
ゆ
う

も
う

一
つ
重
要
な
の
は
民
衆
教
化
政
策
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
旧
来
か
ら
の
陋

習
を

一
掃
す
る
た
め
に
、
社

会
生
活
や
風
俗

の

面

で
改
善
を
求
め
る
布
達
が
相

つ
い
で
出
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
の
が
五
年
六
月
の

コ
眉
ぬ
ぎ
ま
る
は
だ
か
の
禁
止
」
と

「往
来
及

び
家
ま
わ
り
の
清
掃
」
を
求
め
る

「布
達
」
第
三
六
号
で
あ
る
。
こ
の
布
達
で
は
、
ま
ず

「
市
井
並
山
野
往
来
又

ハ
店
先
き
門
ロ

ニ
於

か
た
ぬ
ぎ

え

ぐ
ろ

而
袒
裼
裸
裡

(裸
体
)」
に
な
る
こ
と
は

「人
ト
シ
テ
恥

ヘ
キ
」
行
為
で
あ
る
し
、
「身
体

ヲ
外
邪

二
当
ラ
シ
メ
養
生
」

の
妨
げ
に
な
る

と
し
、
ま
た
道
路
や
家
ま
わ
り
に

「汚
濁
ノ
水
ヲ
溜
メ
塵
介
ヲ
捨
置
又

ハ
両
便
所

ヲ
不
掃
除
」

に
し
て
お
く
こ
と
は

「種
々
流
行
之
悪

病

ヲ
醸
」
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長
い
間
の
習
慣
が
す
ぐ
に
改
め
ら
れ
る
も

の
で
も
な
く
、
翌
六
年

(
穴
七三
)

一
月

に
同
趣
の

「布
達
」
第
二

一
六
号
が
重
ね
て
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で

「巡
邏
之
者
見
附
次
第
捕
縛
之
上
厳
重
咎
め
可
申

付
事
」
と
県
官
の

厳
し
い
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か

「措
髪
戴
帽
」
を
奨
励
し
た

「布
達
」
第

=
二
八
号

(明
治
五

年
十
月
)
や

「風
俗
を
乱
す
芝
居
浄
瑠
璃

な
ど
の
禁
止
」
(同

第

二
三
号
)、
「祈
檮
神
降
梓
巫
な
ど
の
禁
止
」
(炯
三
聯
)
な
ど
、
町
民
の
日
常
生
活
の
細
部
に
わ
た
っ
て
規
制
す
る
布
達
が

出
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
開
化
政
策
を
す
す
め
る
い

っ
ぽ
う
で
、
六
年
六
月
、
四
条
は
他
県
に
さ
き
が
け
て
、
政
府
に
天
皇
の
写
真
の
下
賜
を
求
め

る
請
願
を
行

い
、
そ
れ
が
許
可
さ
れ
る
と
、
興
福
寺
南
大
門
跡
壇
上
に
遥
拝
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
天
皇
像
の
民
衆

へ
の
浸
透
に
積
極
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的

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

明
治
五
年

(天
七二)
五
月
、
県
下
で
最
初
の
新
聞

『
日
新
記
聞
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
新
聞
と
い

っ
て
も
、
縦
二
二

弛
ン、
横

一
五
弛
ン
の
木
版
刷
り
の
小
冊
子
、
各
号
と
も
だ
い
た
い
八
丁
、

一
六
警
だ
て
で
、
付
録

の
あ
る
号
も
あ
り
、

一
か
月
に
三
回
の
出
版
予
定
で
、

一
部
の
定
価
が
二
〇
〇
文
で
あ

っ
た
。

発
行
者
は
油
留
木
町
の
金
沢
昇
平
と
東
向
北
町
の
高
橋
平
蔵
で
あ

っ
た
。
そ
の
年
に
日
新
報
社
を
設
立
し
て
発
行
し
た
も
の
で
、
本

局

は
最
初
、
油
留
木
町
に
お
い
て
い
た
が
、
同
年
八
月
に
橋
本
町
に
移
し
、
社
名
も
日
新
社
と
改
め
た
。

『
日
新
記
聞
』
の
刊
行
の
趣
旨
は
、
創
刊
号
の

「緒
言
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「因
襲

ヲ
墨
守

シ
テ
方
今

ノ
隆
盛

ヲ
知
」

ら
な
い
の

は

「聞
見

ノ
狭
隘
」
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
を
打
破
す
る
た
め
に
日
新
報
社
を
設
立
す
る
と
し
、
さ
ら
に

「官
許
ヲ
受
ケ
県
庁
ノ
布
告

東
西
京
坂
府
横
浜
神
戸
等
ノ
新
聞
外
国
ノ
異
聞
里
巷
ノ
瑣
事

二
至
ル
マ
デ
」
さ
ま
ざ
ま
な
見
聞
を
報
道
し
、
「
旧
弊

ノ

一
掃
」
と
知
識

の
拡
充
を
図
り
た
い
と
し
て
い
る
。
事
実
、
同
社
の
記
者
に
よ
る
取
材
記
や
各
地
の
新
聞
記
事
の
抄
録
、
読
者
か
ら

の
投
書
、
判
決
の

写

し
、
記
者
の
時
事
評
論
の
ほ
か
、
県
か
ら
の
告
示
や
布
令
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

と
く
に

『
日
新
記
聞
』
は
、
公
文
書
と
し
て
の
性
格
を
も

っ
て
お
り
、
県
当
局
の
援
助
を
う
け
、
毎
号
二
〇
〇
〇
部
は
県
に
納
め
て

県
下
の
町
村
に
配
付
し
、
残
り
二
〇
〇
〇
部
は
主
に
戸
長
ク
ラ
ス
の
人
々
が
購
読
し
た
と
い
う
。
ま
た
桜
井
小
学
校

の
前
に
投
書
函
を

お
い
た
り

(第
二
〇
号
)
、
読
者
開
拓
の
た
め
山
辺
郡
長
柄
村

に
洽
聞
舎
と
い
う
新
聞
縦
覧
所
を
設
け
た
こ
と
が
わ
か
る

(
轢
擘
)
。
現
在
、
六

年

(天
七三)
十

一
月
発
行
の
第
三
六
号
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
二
、
三
の
記
事
を
紹
介
す
る
と
、
創
刊
号
で
は
、
官
吏
は
ザ

ン
ギ
リ
頭
に

「脱
刀
洋
服

ニ
テ
靴
ノ
マ
・
昇
降
シ
タ
リ
」
と
新

県
庁
の
姿
を
伝
え
、
ま
た
人
力
車
の
出
現
に
よ
っ
て
乗
り
物
の
楽
し
み
と
そ
れ
を
職
業
と
す
る
者
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、

第

三
号
で
は
若
草
山
の
ふ
も
と
で
県
が
牛
の
放
牧
に
の
り
だ
し
た
記
事
を
載
せ
る
な
ど
、
ま
さ
に

『
日
新
記
聞
』
は
、
奈
良
の
文
明
開

『
日

新

記

聞

』

と

金

沢

昇

平

65



化

の
情
報
基
地

で
あ
り
、

こ
の
時
期
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
と
し
て
の
役
割
り
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

発
行
者

の
金
沢
昇
平

(一八
二七～
天
九三)
は
、
文
政
十
年

(天
二七)
に
生
ま
れ
、
明
治
初
年
ま
で
自
助
と
称
し
、
利
恭
、
の
ち
に
南
峯
と

称
し
た
。
幕
末
の
国
学
者
伴
林
光
平
の
門
人
で
、
歌
道
や
国
学
を
修
め
た
と
い
う
。
彼
は
、
慶
応
元
年

(
天
六五)
に
聖
武
天
皇
陵
守
衛

長

に
命
じ
ら
れ
た
り
、
維
新
後
市
学
校
下
用
掛
、
学
校
御
用
頭
取
な
ど
を

つ
と
め
、
明
治
十
年

(
天
喜
)
に
奈
良
公
園
地

の
維
持
と
名

所

旧
跡
案
内
人
の
管
理
に
あ
た
る
興
立
舎
が
組
織
さ
れ
る
と
、
舎
代
総
代
を

つ
と
め
、
自
ら
も
賓
客
の
名
所
案
内
に
あ
た

っ
た
。
ま
た

同
十
三
年

(天
八〇)
に
奈
良
公
園
が
設
置
さ
れ
る
と
、
公
園
取
締

に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
そ
の
活
動
は
多
彩
を
き
わ

め
、
人
々
を
し
て

「奈
良
名
物
男
之
第

一
人
者
」
(藤
田
文
庫

良
人
物
志
」察
)
と
言
わ
し
あ
た
。
著
書
に

『奈
良
名
所
独
案
内
』
や

『平
城
坊
目
遺
考
』、
『
大
和
名
所
巡

覧

記
』
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
『
日
新
記
聞
』
廃
刊
後
は
十
四
年

(
天
八
一)
八
月
、
島
根
県
出
身

の
益
田
俊
介
が
奈
良
鳴
川
町
で

『
南
都
新
報
』
を
創
刊
し

た
が
、
わ
ず
か
二
号
で
廃
刊
と
な

っ
た
。

文
明
開
化
を
象
徴
す
る
乗
り
物
と
し
て
人
力
車
が
あ
る
。
人
力
車
は
、
人
力

・
腕
車

・
俥

・
力
車
な
ど
と
も
呼
ば

人
力
車
の
普

及

れ
、
駕
籠
に
か
わ
る
乗
り
物
と
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
。

明
治
二
年

(穴
六九)
こ
ろ
、
東
京
の
和
泉
要
助
ら
が
人
力
車
を
考
案
製
造
し
、
翌
三
年

(天
七〇)
三
月
、
東
京
府

の
許
可
を
得

て
営

業
を
始
め
た
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
大
阪
に
移
入
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
大
阪
府
は
人
力
車
営
業
規
則
を
制
定
し
、
「
近
来
人
力
車

与
唱
、
往
来
有
益
之
乗
車
、
専
ら
流
行
い
た
し
候
間

(中
略
)
別
紙
規
則
之
趣
相
守
候
」
と
規
則
を
定
め
て
い
る
。

大
阪

へ
の
移
入
は

人
力
車
が
全
国
に
普
及
す
る
契
機
と
も
な

っ
た
。

奈
良
で
は
、
翌
四
年

(天
七
一)
十

一
月
に
横
領
村
の
中
西
八
郎
平
が
大
阪
か
ら
人
力
車
二
台
を
買
い
入
れ
て
営
業

許
可
を
郡
山
藩
役

所

に
願
い
出
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
郡
山
県
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
願
い
は
五
年

一
月
二
十
七
日
付
で
奈
良
県
か
ら
許
可
さ
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れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

冒

新
記
聞
』
箜

号

(明
治
五

年
五
月
)
に
は
、

奈
良
市
中

三

兀
人
力
車

一
輌

モ
無

カ
リ
シ

ニ
、
今
春
官
許

ア
リ
シ

ヨ
リ
日
増

二
制
造

シ
数
十
輌

二
至

ル
、
晨
胃

ニ
モ
輾
走

ス
、
女
児
幼
童
猿
沢

池

ヲ

一
周

ス
ル

ヲ
娯
楽

ト

ス
、
車

ヲ
以

テ
活
計

ヲ
ナ

ス
モ
ノ
数
十
百
人

二
至

ル
、
微
稍

ノ
事

ト
雖

ヘ
ド
モ
亦
開
化

ノ

一
斑

ヲ
見

ル

ニ
足

レ
リ

と
、

今

ま

で
人

力

車

が

一
両

も

な

か

っ
た
奈

良

で
も

数

十

両

が

出

現

し

、

そ
れ

を

職

業

と

す

る
者

が

増

え

て
き

た

様

子

を

伝

え

て

い
る

が
、

当

初

の
人

力

車

は
木

車

鉄

輪

で
あ

り
、

の
ち

明

治

末

期

に
な

っ
て
改

良

さ

れ

、

ゴ

ム
輪

の
人

力

車

が

走

る

よ

う

に
な

る

。

こ
う

し

た
な

か

で
、

五

年

六

月

、

奈

良

県

は

「
人

力

車

並

諸

車

渡

世

之

者

心

得

」

(
「布
達
」

第
五
一
号
)

を

定

め

て
取

り

締

ま

っ
た

。

そ

の

主

な

内

容

は
以

下

の
と

お

り

で
あ

る
。

一
、
入

に
怪
我
を
さ
せ
た

り
、
通
行

の
妨
げ

に
な
ら
な

い
よ
う

に
す
る

こ
と

一
、
免
許

の
な

い
者

は
商
売
を
し

て
は
い
け
な

い
し
、
裸

で
人
力
車
を
引

い
て
は
な
ら
な

い

一
、
人
力
車

の
運
賃

は

一
里

で
六
銭
二
厘
と
す
る

こ
と
。
客
と
相
談
し

て
安
く
と

っ
て
も
よ

い
が
、
別

に
酒
飯
料

を
と

っ
て
は
な
ら
な
い

一
、
通
行
人

に
む
り
や
り
乗
車
を
勧
め
る
な
ど
暴
言
を
吐

い
た
り
粗
暴
な
振
る
舞

い
を
し

て
は
い
け
な
い

一
、
車

の
行
き
違

い
の
さ

い
は
左

に
避
け
、
群
衆

の
い
る
道
路
を
走

っ
て
は
い
け
な
い

一
、
夕
暮
れ
六

ツ
時

(午
後
六
時
)
か
ら
は
人
力
車
と
印

の
は

い

っ
た
提
灯
を
灯
す

こ
と

つ
い

で
、

翌

六

年

(
天
七
三
)

一
月

、

奈

良

県

は

「
馬

車

人

力

車

そ

の
他

乗

り
物

に

課
税

す

る

こ
と

の
達

」

(
端
柵
埜
写
)

を

出

し

、

自

家

用

人

力

車

の
税

金

を

一
人

乗

り

一
か
月

一
二

銭

五

厘

(
二
人
乗
り

一
五
銭

)
、

営

業

用

二
人

乗

り

も

一
か
月

一
二
銭

五

厘

と

定

め

て
い
る
。

そ

の
後

、

九

年

(
天
七
六)

三

月

、

「
奈

良

県

県

税

規

則

」

(縞
郭
鑾
写
)

が

で
き
、

一
か
年

一
人

乗

り
九

〇

銭

、

二

人

乗

り

一
円

と

な

り

以

前

よ

り

は

安

く

な

っ
た

が

、

奈

良

県

が
堺

県

に
合

併

さ

れ

る

と

同
年

十

一
月

に

は

「
堺

県

県

税

規

則
」

(
「布
達
」
県

甲
第
五
〇
号
)

を

定

め

、

営

業

用

人

力

車

一
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人
乗
り

一
か
月

一
〇
銭
、
二
人
乗
り

一
五
銭
と
な
り
ま
た
高
く

な

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
人
力
車
車
両
台
数
は
、
『
明
治
七
年
府
県
物
産

表
』

に
よ
る
と
、
奈
良
県
全
体

で
四
三
台
と
な

っ
て
い
る
が
、

そ

の
後

の
奈
良
町
の
人
力
車
車
両
台
数
は
表
18
の
と
お
り
で
あ

る
。
明
治
二
十
年

(天
八七
)
に

一
二
〇
台

で
あ

っ
た

の
が
増

加

の

一
途
を
た
ど
り
、
大
正

一
五
年

(
一九二六)
の
三
九
七
台

(
『奈
良
県

統
計
書
』
)
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
は
じ
め
る
。
と
く
に
大
正
十

l
年

C
1九
一三
)
ご
ろ
か
ら
の
自
動
車

の
発
達
は
人
力
車
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
、
『奈
良
新
聞
』

(朋
酌
肱
解
六
)

は
、
人
力
車
は

表18奈 良県および奈良町の人力車車両台数

年 次 奈良町の台数 奈良県の台数

明治15年

35年

大正元年

15年

厶
120口

306

326

397

1565台

1714

1560

1045

『奈良県統計書』より。

表19奈 良町の自動車および

自転車の登録台数

年 次 自動車台数 自転車台数

大正7年 3台
A

699口

10年 17 1131

15年 36 2320

昭和5年 114 4393

「奈良県統計書』より。
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「
わ
ず

か

に

二
百

三

十

五

台

、

昨

年

に
比

べ

て

二
十

三

台

減

じ

て

い

る

の

み

で
あ

る
が

、

往

時

に
比

し

て
三

分

一
以

下

に
減

っ

て

い

る

と

い
う

か

ら

今

更

乍

ら

驚

か

さ

れ

る
」

と

あ

り
、

自

動

車

や
自

転

車

が

ま

す

ま

す
増

加

す

る

い

っ
ぽ

う

で
、

「
人

力

車

万

能

時

代

的

昔

の
夢

と

消

え

去

っ
て
今

で

は

日

一
日
と

凋

落

し

て
行

く

の
み

で
あ

る
」

と
伝

え

て

い
る

(表

19
)
。

な
お
人
力
車

の
運
賃
は
表
20

の
と
お
り

で
あ
る
が
、

三
条

停
車
場

(
い
ま
の
J

R
奈
良
駅
)
か
ら
東
向

や
餅
飯

殿
ま

で
が
五
銭
、
県
庁

や
大
豆
山

・
一
ノ
鳥

居
ま

で
が
六
銭
、
春
日
社
や
東
大
寺
ま

で
が
九
銭
、
般
若
寺

や
高

畑
ま

で
が

一
〇
銭

で
、
半

旦

雇
切
り
が
三
五
銭
、

名
所

見
物

巡
り

一
旦
雇
切

り

で
六
〇
銭

で
あ

っ
た
。
な
お
、
明
治
末
期

の
人
力
車

の
運
賃
は
表
21

の
と
お
り

で
あ
る
。
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表
20

明
治
中
期
の
奈
良
三
条
停
車
場
構
内
人
力
車
運
賃
表

運

賃

行

き

先

※
金

四
銭

三
条
通

今
辻
子

林
小
路

油
阪

細
川

五
銭

角
振

橋
本

樽
井

元
林
院

今
御
門

池
ノ

餅
飯
殿

椿
井

小
西

東
向
南
中

六
銭

県
庁

裁
判
所

郡
役
所

春
日
一
ノ
鳥
居

菩
提

坊
屋
敷

花
芝

勝
南
院

大
豆
山

高
天

内
侍
原

中
筋

芝
辻

北
市

寺
林

下
御
門

脇
戸

北
室

城
戸

光
明
院

西
御
門

七
銭

鶴
福
院

鵲

御
所
馬
場

中
院

中
新
屋

福
智
院

公
納
堂

毘
沙
門

薬
師
堂

芝
新
屋

元
興
寺

高
御
門

西
木
辻

鍋
屋

油
留
木

半
田

押
上

八
銭

天
満

清
水
通

花
園

井
ノ
上

川
之
上

東
木
辻

水
門

今
小
路

九
銭

春
日
社

大
仏

東
大
寺
寺
内

手
貝

今
在
家

雑
司

川
上

紀
寺

肘
塚

上
清
水

十
銭

般
若
寺

高
畑

十
二
銭

三
笠
山
麓

新
薬
師
寺

二
月
堂

奈
良
阪

天
理
図
書
館
蔵

『保
井
文
庫
』
『奈
良
繁
昌
記
』
に
よ
る
。

※

『奈
良
繁
昌
記
』
で
は
三
銭
と
な

っ
て
い
る
。

表
21

明
治
末

期

の
人
力
車

運
賃
表

(奈
良
市
橋
本
町
を
起
点
と
す
る
)

運

賃

行

き

先

五
銭

三
条
停
車
場

京
終
停
車
場

六
銭
五
厘

大
仏
殿

奈
良
倶
楽
部

大
仏
停
車
場

九
銭

春
日
社

三
笠
山
麓

二
月
堂

十

一
銭

新
薬
師

奈
良
阪

法
花
寺

十
八
銭

帯
解

二
十
銭

郡
山

砂
茶
屋

二
十
二
銭

檪
本

木
津

二
十
五
銭

春
日
大
仏
興
福
寺
附
回
り

三
十
五
銭

丹
波
市

二
階
堂

五
十
銭

田
原
本

五
十
五
銭

三
輪

七
十
五
銭

初
瀬

〈
基
本
料
金
〉

一

平
道

一

里

金

十
銭
以
内

一

小
難
道

全

金
十

一
銭
以
内

一

大
難
道

全

金
十
二
銭
以
内

一

半
旦
雇
切

金
四
十
銭
以
内

一

一
旦
雇
切

金
七
十
銭
以
内

天
理
図
書
館
蔵

『保
井
文
庫
』
に
よ
る
。
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維
新
以
後
の
さ
び
れ
た
奈
良
に
活
況
を
取
り
戻
そ
う
と
、
廃
仏
毀
釈
で
空
地

の
で
き
た
興
福
寺

旧
境
内
を
利
用
し

て
、
明
治
六
年

(
天
七三)
九
月
か
ら
官
営
市
を
開
い
て
い
る
。
市

の
運
営

に
つ
い
て
取
り
決
め
た

「試
商
立
市
売

買
規
則
」
(
「布
達
」
第
五
三
六

号

明
治
六
年
九
月
)
に
よ
る
と
、

こ
の
市
は
立
市
会
所
の
監
督
の
も
と
に
、
毎
月

一
と
六
の
日
に
開
か
れ
、
夜
市
も
許
さ
れ
た
。

ま

た
鑑
札
を
受
け
れ
ば
、
奈
良
の
者
は
も
ち
ろ
ん
、
他
国
の
者
で
も
自
由
に
物
品
の
売
買
を
し
て
も
よ
い
し
、
当
日
は
莚
や
床
机
な
ど

を
持
ち
出
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
ほ
か
、
境
内
地
で
の
見
せ
も
の
興
業
も
許
し
て
い
る
。
市

で
は
、
古
手
着

・
絹
木
綿

・
竹
木
旦
ハ
・
雑

穀

・
糸

・
古
道
具

・
食
物

・
古
本

・
玩
具

・
小
間
物

・
綿
な
ど
町
民
の
日
用
品
の
ほ
と
ん
ど
が
取
り
扱
わ
れ
た
。

つ
い
で
な
が
ら
こ
う
し
た
市
は
そ
の
後
、
た
び
た
び
開
か
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
四
年

(天
九
一)
ご
ろ
奈
良

の
角
振

・
北
室

・
新
紺

屋

・
西
新
屋
の
四
か
所
が
県
か
ら
古
道
具
市
の
鑑
札
を
受
け
て
い
る
し
、
古
物
市
は
紀
寺

・
上
三
条

・
南
半
田
西
の
三
か
所
が
あ
っ
た
。

青
物
市
は
奈
良
阪
に
四
か
所
と
鳴
川
に
あ
り
、
鮮
魚
市
は
南
市
、
鮮
魚

・
干
魚
市
は
西
寺
林

・
餅
飯
殿

・
毘
沙
門
に
あ

っ
た
。

こ
の
う

ち
、
青
物

・
鮮
魚
市
は
毎
日
開
か
れ
て
い
た
が
、
古
物
な
ど
の
市
は
、
月
に
二
回
か
ら
六
回
開
か
れ
る
の
が
普
通

で
あ

っ
た
。

明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
鉄
道
の
発
達
と
と
も
に
物
資
の
動
き
も
活
発
と
な
り
、
従
来

の
古
着

・
古
道
具

・
骨
董

の
市
は
な
く
な

り
、
古
物
市
に
統
合
さ
れ
て
奈
良
で
は
今
井

・
中
新
屋
の
二
か
所
に
ま
と
め
ら
れ
、
ま
た
青
物
市
や
鮮
魚
市
に
代
わ

っ
て
八
百
屋
や
魚

屋
も
増
え
て
き
た
。
そ
し
て
明
治
四
十
年

(
一九〇七)
ご
ろ
に
は
、

一
時
さ
か
ん
だ

っ
た
古
物
市
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿

が
見
ら
れ
な
く
な

る
。

以
上
の
ほ
か
に
奈
良
町
の
様
子
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
日
新
記
聞
』
第

一
七
号

(糊
粕
耿
)

に

奈
良
町
の
諸
相

は
、
「奈
良
県
創
立
以
来
頻

二
因
襲

ヲ
破
除

シ
テ
数
月

ノ
間

二
大

二
面
目
改
メ

(中
略
)
此
節

ハ
人
力
車

ハ
勿
論
荷

車

二
至
ル
マ
テ
市
在

二
遍
満
シ
散
髪
洋
服
ス
レ
ハ
人
之
ヲ
目
送
ス
ル
程
ナ
リ
シ
カ

(中
略
)
挟
冊
ノ
生
徒

ハ
ロ

ニ
洋

語
ヲ
吟

シ
僅

一
年

ノ
間

二
其
体
面
ヲ
改
メ
タ
ル
事
枚
挙

二
遑
ア
ラ
ス
」
と
奈
良
町
の
様
変
わ
り
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
様
子
を
見

て
み
る
と
、

興

福

寺

境

内

の

市
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ま
ず
、
明
治
五
年

(天
七
二)
の
春
ご
ろ
に
か
け
て
西
寺
林
町
に
牛
肉
店
が
で
き
、
日
増
し
に
店
を
開
く
も
の
が
増
え

て
い
る
と
い
う
し

(
『日
新
記
聞
』
第
一

・二
〇
・二
七
号

)、
中
院
町
に
洋
髪
の
散
髪
店
も
開
か
れ
て
お
り

(洞
二
聯
)、
光
明
院
町
の
駿
河
屋
別
家
饅
頭
屋
で
は
カ
ス
テ
イ
ラ
を
作

り
売
り
出
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

(古
老
談

)
。
ま
た
明
治
六
、
七
年
ご
ろ
池
之
町
に
道
馬
軒
と
い
う
写
真
屋

が
開
業
し
て
い
る

(藤
田
文
庫
「奈

良
町
史
」

)。

『
日
新
記
聞
』
第
三
号

(鯛
飴
肛
)
に
は
、
県
が
若
草
山
の
ふ
も
と
に
二
五
、
六
町
の
柵
を
作

っ
て
牧
牛
場
を
開
き
、
乳
牛
を
飼

っ
て

い
る
と
あ
り
、
第
六
号
で
は
、
長
崎
の
人
林
三
圃
を
雇
い
、
牛
乳
を
し
ぼ

っ
て
コ
ン
デ
ン
ス
な
ど
種
々
の
製
法
を
は
じ
め
た
と
あ
る
。

ま
た
第

一
四
号
に
は
、

よ

わ
り

牛
乳
ノ
人
身
二
裨
益
ア
ル
事
言
ヲ
待
タ
ス
第

一
小
児
脾
胃
ノ
虚
弱
ヲ
補
ヒ
或
ハ
乳
汁
乏
シ
キ
モ
ノ
之
ヲ
用
ユ
レ
ハ
乳
ナ
ク
シ
テ
字
育
ス
ベ
シ
若
生

乳
得
カ
タ
キ
向
ハ
牛
酥
ヲ
儲
へ
温
湯
二
和
シ
テ
用
ユ
レ
ハ
ソ
ノ
功
生
乳
二
異
ナ
ル
事
ナ
シ
大
人
之
ヲ
常
服
ス
レ
ハ
肌
膚
ヲ
潤
シ
血
液
ヲ
増
シ
虚
労

肺
症
及
逆
衝
肢
冷
等
ノ
諸
症
ヲ
治
ス
摂
生
家
ハ
一
日
モ
闕
ベ
カ
ラ
ザ
ル
天
然
ノ
良
剤
ナ
リ

(後
略
)

と
牛
乳
の
効
用
を
た
た
え
、
乾
生
二
種
類
の
牛
乳
の
販
売
泛
告

(広
告
)
を
の
せ
て
い
る
し
、
明
治
十
年

(
一八葛
)
十
二
月
に
は
奈
良

御
所
馬
場
町
の
荘
田
春

一
か
ら
牛
乳
発
売
届
が
出
さ
れ
て
い
る

(藤
田
文
庫
「奈

良
町
史
」

)。

つ
ぎ
に
主
な
道
路
を
三
間
に
広
げ
る
な
ど
都
市
の
整
備
も
行
わ
れ
た

(
「布
達
」
第
一
・二
四

号

明
治
七
年
一月

)。
と
く
に
明
治
五
年
五

月
十
六
日
に
奈
良

元
林
院
町
か
ら
出
火
し
、
今
御
門
町
な
ど
に
延
焼
し
て
二
九
戸
が
焼
け
た
火
事
で
消
防
設
備
の
必
要
を
説

い
て
い
る

(『日
新
記
聞

第
二
号

』)

が
、

こ
れ
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
同
八
年

(天
七五)

一
月
か
ら
ま
が
り
な
り
に
も
消
防
制
度
が
整
え
ら
れ
、
各
小
区
で
申
し
合
わ
せ
の
う

え
火
方
を
置
い
た
。

衛
生
思
想
の
面
で
は
、
明
治
五
年
、
大
和
郡
山
の
医
師
谷
三
省

(見
龍
)
と
奈
良
元
興
寺

の
医
師
有
馬
顕
吉
が

県
下

=
二
か
所

に

「種
痘
場
」
を
お
く
設
置
願
を
県
に
提
出
し
、
同
年
八
月
、
「布
達
」
第
八
二
号
で
許
可
さ
れ
た
。
奈
良

で
は
下
御
門
町
に

「種
痘
場
」
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が
お
か
れ
、
郡
山
柳
町
と
と
も
に

「
四
時
施
術
」
を
す
る
拠
点
と
な

っ
た
。
ま
た
十
二
年

(
一八七九)

コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
が

(鶲
駟
節
)

こ
の
こ
と
も
あ

っ
て
十
七
年

(天
八四)
に
高
畑
村
に
避
病
舎
を
設
置
し
、
伝
染
病
の
隔
離
に
あ
た

っ
た
。

こ
の
ほ
か
硝
子
灯
が
奈
良
の
高
札
場

(礪
本
)
の
近
く
や
元
興
寺
町
の
西
林
伊
六
の
門
口
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
し

(鶤
凹
噺
端
騨
写
)
、

少

し
時
代
が
下
が
る
が
、
同
十
七
年
の

『大
和
名
勝
豪
商
案
内
記
』
に
よ
る
と
、
奈
良
猿
沢
池
近
く
の
写
真
師
玉
映
堂
が
出
て
い
る
し
、

餅
飯
殿
町
の
石
原
時
弘
堂
や
酒
本
時
計
売
捌
所
の
店
頭
図
に
は
時
計
の
販
売
や
電
気
機

・
電
信
機
な
ど
の
製
造
も
し

て
い
る
と
あ
る
な

ど
、
文
明
開
化
の
波
は
町
民
の
生
活
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
初
年
ご
ろ
の
奈
良
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
め
ぼ
し
い
産
業
は
な
く
、
『
日
新
記
聞
』
第

一
〇

号

(鰯
飴
肛
)
は
、

奈

良

博

覧

会

し
よう
じよ
う

「
唯
往
古
ヨ
リ
布
晒
筆
墨
等

ニ
テ
生
活

ノ
基
本
ト
ナ
セ
シ
カ
近
年
布
晒
大

二
衰

へ
筆
墨
モ
従
前

ト
霄

壌
ス

(中
略
)

唯
恃

ム
所

ハ
春
日
大
仏

ノ
諸
勝

ニ
テ
」
と
伝
え
て
い
る
が
、
産
業
が
ふ
る
わ
な
け
れ
ば
観
光
に
た
よ
る
し
か
な
く
、
観
光
客
を
呼
ぶ
て

だ

て
と
し
て
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
明
治
六
年

(天
七三)
四
月
に
東
大
寺
真
言
院
を
会
場
に
展
覧
会
を
開
い
て
い
る
が
、
『
日
新
記
聞
』
第
二
四
号

に
載
せ
ら
れ

た

「東
大
寺
山
内
有
志
中
」
の
広
告
に
よ
る
と
、

山
内
ノ
珎
奇
物
ハ
勿
論
当
国
諸
寺
院
有
名
ノ
奇
物
諸
家
ノ
奇
品
ヲ
網
羅
シ
テ
一
堂
中
二
排
列
シ
、
天
造
人
為
ノ
尤
物
ヲ
一
矚

二
縦
覧
セ
シ

と
述

べ
、
東
大
寺
や
他
の
大
和
の
諸
寺

・
諸
家
の
も

つ
古
器
物
を
中
心
に
開
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
、
い
わ
ば
奈
良
の
博
覧
会
の

走

り
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

つ
い
で
同
七
年

(一八茜
)
八
月
、
時
の
奈
良
県
権
令
藤
井
千
尋
の
す
す
あ
で
、
植
村
久
道

・
鳥
居
武
平

・
橋
井
善

二
郎
ら
多
数
の
有

志

が
資
本
金
三
五
〇
〇
円

で
奈
良
博
覧
会
社
を
設
立
し
、
東
大
寺
の
龍
松
院
に
本
社
を
お
い
た
。
こ
の
会
社
は
、
同
年
十
月
に
社
員
数

が
七
〇
人

に
及
ん
だ
が
、
会
社
の
組
織
や
博
覧
会
運
営
の
諸
規
則

・
細
則
を
整
備
す
る
な
ど
博
覧
会
開
催
に
向
け
て
準
備
が
す
す
め
ら
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れ
た
。

こ
の
会
社
の
役
員
は
表
22
の
と
お
り
で
あ
る
。
会
長
の
植
村
久
道
や
役
員
の
本
條
時
乗
は
い
ず
れ
も
正
倉
院
宝
庫
鍵
預
で
あ
り
、
ま

た
役
員
の
な
か
に
は
奈
良
県
少
属
稲
生
真
履
も
お
り
、
い
わ
ば
こ
の
会
社
は
半
官
半
民
の
団
体
で
あ

っ
た
。
し
か
も

こ
の
会
社
の
も
う

一
つ
の
事
業

で
あ
る
宝
器
類
の
摸
写
の
た
め
に
、
漆
工
の
吉
田
辰
造

(奈
良
手

貝
町

)

・
三
谷
喜
太
郎

(鯨
皺
畷
)

・
大
西
勇
斎

(鯨
粮
陳
)
、
金

具
工
の
山
下
嘉
七

(奈
良
西

新
屋
町
)
、
彫
刻
の
森
川
杜
園

(櫞
齦
躰
)
な
ど
当
時
の
名
工
を
集
め
た
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
事
情
は
つ
ぎ
の
史
料
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

当
社
組
織
ノ
儀
ハ
茲
ノ
奈
良
ノ
地
タ
ル
ヤ
三
方
二
山
ヲ
帯
ヒ
物
貨
運
輸
ノ
不
便
ヲ
極
メ
自
然
商
工
共
二
振
起
セ
ス
、
自
他
交
通
ノ
狭
キ
ョ
リ
見
聞

又
博
カ
ラ
ス
、
比
隣
腹
背
ノ
地
ト
雖
ト
モ
彼
我
ノ
物
産
時
下
ノ
価
額
等
ヲ
詳

ニ
セ
ス
、
需
用
供
給
有
無
交
換
ノ
如
何
ヲ
顧
ル
ニ
由
ナ
ク

(中
略
)
爰
二
幸

ヒ
当
国
ハ
古
器
物
二
富
タ
ル
他
国
ノ
及
ハ
サ
ル
処
二
付
、
之
ヲ
基
ト
シ
大
小

博
覧
会
ヲ
開
設
シ
、
土
地
ノ
潤
沢
ヲ
量
リ
知
識
ノ
開
進
ヲ
促
シ
商
工
奨
励
作

興
ス
ル
ニ
如
カ
ス
ト

(
『奈
良
県
行
政
文
書

自
二
十
年

至
二
十
三
年
博
覧
会
共
進
会
』

)

つ
ま
り
、
こ
の
博
覧
会
は
殖
産
興
業
の
必
要
か
ら
提
唱
さ
れ
た
も
の
だ

っ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
第

一
次
奈
良
博
覧
会
は
、
翌
八
年

(
天
藍
)
四
月
か

ら
六
月
ま
で
の
八
〇
日
間
、
東
大
寺
大
仏
殿
と
回
廊
を
会
場
に
開
か
れ
た
。

入
場
料
は
三
銭
、
社
寺
や
旧
家
の
什
宝
や
書
画
、
商
工
業
製
品
、
名
産
品

の
ほ
か
、
宮
内
省
の
許
可
を
得
て
約
二
二
〇
件
余
に
の
ぼ
る
正
倉
院
宝
物

表
22

奈
良
博
覧
会
社
役
員

役 主 会

員 事 長

看
同 同 同 同 同
守

 

小

使

正
倉
院
宝
庫
鍵
預

の
ち
の
会
長

奈
良
県
十
三
等
出
仕

少

属

正
倉
院
宝
庫
鍵
預

元
奈
良
奉
行
所
同
心

奈
良
元
興
寺
町

奈
良
東
城
戸
町

奈
良
手
貝
町

元
奈
良
奉
行
所
同
心

奈
良
今
小
路
町

稲 鳥 植

生 居 村

松 鏑 服 森 萩鳥 本

田木 部 田 原 山條

 

三

宅

真 武 久

履 平 道

 

藤
田
文
庫

「明
治
八
年
創
立
奈
良
博
覧
会
」
に

よ

0

ほ ほ 力忠 佐 藤 喜 昆 時
か某 か 次 七
数 数 蔵 順 平 郎 郎 裕 乗
名 名
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も
出
陳
さ
れ
た
。
で
は
、
ど
ん
な
宝
物
が
出
陳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
奈
良
博
覧
会
物
品
目
録
」
に
よ
る
と
、
博
覧
会
会
場
は
四
区
に
分
け
ら

れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
出
陳
物
の
種
類
に
応
じ
て
号
単
位
で
細
区
分
し

て
い
る
。
正
倉
院
宝
物
は
、
目
録
の
う
え
で
は

「会
場
第
三
区
大
仏
殿
内

正
倉
院
宝
庫
御
物
陳
列
目
録
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
東
大
寺
大

仏
殿
内
の
第
三
区
に
陳
列
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
第

一
号
か
ら
第
九
号
ま
で

に
細
区
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、
第

一
号
に

は

「紅
染
象
牙
尺
」
(「紅
牙
撥
鏤
尺
」)
や

「緑
染
象
牙
尺
」
(「緑
牙
撥
鏤
尺
」)

「
紫
檀
筥
」
「銀
壷
」
「葛
製
箙
」
な
ど
が
、
ま
た
第

二
号

に
は

「
紫
檀
御

玩
咸
」
や

「御
脇
息
」、
第
三
号
に
は

「象
歯
」
「竹
製
花
籠
」
「
金
銅
幡

金
具
」
、
第
四
号
に
は

「御
琵
琶
」
「御
笛
」
「御
太
刀
」
「切
金
銀
模
様
御

琴
」
「
黄
熟
香
」
「紅
塵
香
」
「
子
日
鋤
」
「古
鏡
」
な
ど
が
、
第
五
号
に
は

表23奈 良博覧会の観客数と収入

次 数 開 催 期 間 観客数 収 入

明治 人 円 銭 厘

第1次 8 4 1^6.19 (80> 172,016 5,160.48

2次 9 3.15^6. 25(100) 93,009 2,709

3次 11. 3.10～5.13 (65) 154,199 4,130

4次 12. 3.10～5.25 (77) 104,228 2,961.43

5次 13. 3.10^-5.28 (so) 110,812 3,148

6次 14. 3 1^5.28 C89) 117,590 3,162.23.5

7次 15. 3 1^-5.28 C89) 95,337 2,599

8次 16. 3 1^5.28 C89) 68,729 2,526.56

9次 17. 3 15.28 C89) 63,315 1,752.58

10次 18. 3.鮪1～5.28 C89) 42,621 1,174.75

11次 19. 3 1^5.28 C89) 44,037 1,350.65

12次 20. 3 1^5.28 C89) 66,732 1,724.67

「奈良博覧会結社濫觴及沿革概略書」奈良県立奈良図書館蔵

『奈良県行政文書 自二十年至二十三年博覧会共進会』よ り作

成。()内 の数字は開催日数。

 

「紫
檀
碁
局
」、
第
六
号
に
は

「金
銅
投
壷
」
「
大
理
石
火
鉢
足
金
銅
五
獅
子
」
「木
製
黒
漆
水
瓶
」
な
ど
が
、
第
七
号

に
は

「純
銀
鍋
」

「純
銀
鉢
」
「金
銅
火
鉢
」
、
第
八
号
に
は

「
木
製
弓
」
、
第
九
号
に
は

「鉾
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
奈
良
博
覧
会
は
七
五
年
の
第

一
次
か
ら
七
七
年
を
除
く
九
〇
年
の
第

一
五
次
ま
で
行
わ
れ
、
う
ち
七
五
年
、
七
六
年
、
七

八
年
、
八
〇
年
に
正
倉
院
宝
物
が
出
陳
さ
れ
た
。
こ
の
博
覧
会
は
、
八
〇
日
間
の
会
期
中
観
客
数
が

一
七
万
人
を
越
え
る
な
ど
盛
況
の

う
ち
に
終
わ

っ
た

(表
23
)。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
奈
良
博
覧
会

の
開
催
に
あ
た

っ
て
文
部
大
丞
町
田
久
成
や
文
部
省
出
仕
蜷
川
式
胤
の
果
た
し
た
役
割
は
看
過
で
き
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な

い
で
あ
ろ
う
。
明
治
初
年

の
廃
仏
毀
釈
な
ど
に
よ
る
数
多
く
の
文
化
財
の
破
壊
散
逸
と
い
う
危
機
的
状
況

の
な

か
で
、

明
治
四
年

(l:
七
l)
五
月
、
政
府
は

「古
器
旧
物
保
存
方
」
を
布
告
し
、
文
化
財
の
保
護
と
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

こ
れ
に
基

づ

い
て
翌
五
年
八

月
、
町
田

・
蜷
川
ら
が
来
寧
し

(五
月
二
十
七
日
関
西
地
方
古
器
物
調
査
に
東
京
を
出

発
、
名
古
屋
・京
都
・大
阪
を
経
て
奈
良
に
入
っ
た
)
、
東
大
寺
正
倉
院
を
は
じ
め
県
内
の
古
社
寺

の
宝
物
調
査
を
行

っ

た
。
と
く
に
正
倉
院

の
開
封
は
、
同
月
十
二
日
か
ら

一
二
日
間

に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
が
、
明
治
以
後
は
じ
め

て
の
こ
と

で
あ

っ
た

(博
覧
会
の
下
地
は
こ
の
と
き
の
調

査
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
と
い
え
る
)、
も
う

一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
蜷
川
ら
の
来
寧
が
奈
良
博
覧
会
開
催
に

つ
な
が

っ
た
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
間

の
事
情
に
つ
い
て
は
、
明
治
七
年

(天
七四)
の
蜷
川
式
胤

の

「明
治
五
年
正
倉
院
開
封
に
関
す
る
日
記
」
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

蜷
川
は
こ
の
年
の
八
月
に
避
暑
休
暇
を
と

っ
て
関
西
方
面

に
旅
行
し
て
お
り
、
翌
九
月
九
日
に
奈
良
に
立
ち
寄

っ
て
い
る
。

九
月
九
日

(中
略
)
県
令
藤
井
面
会
ニ
テ
用
弁
ノ
談
シ
仕
ル
也
、
尚
大
橋
ニ
モ
申
置
事
、
当
地
大
仏
殿
二
於
テ
博
覧
会
開
催

ス
見
込
段
々
申
込
候

は
な

所
、
藤
井
氏
大
悦
ノ
由
ニ
テ
手
続
聞
カ
レ
、
外
県
ヨ
リ
申
願
相
済
候
義
咄
シ
出
ル
、
然
ル
ニ
何
日
比
二
見
込
県
ヨ
リ
申
立
ノ
義
相
談
ア
リ
、
凡
十

一
月
末
二
宜
敷
ト
余
申
且
局
二
於
テ
モ
私
二
尽
力
被
頼
申
候

(正
倉
院
の
研
究
『東

洋
美
術
』
時
輯

)

つ
ま
り
、
蜷
川
は
明
治
七
年
九
月
九
日
に
奈
良
県
権
令
藤
井
千
尋
と
面
談
し
、
奈
良
博
覧
会

の
開
催
を
す
す
あ
た
と

こ
ろ
、
藤
井
も

こ

れ

に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
、
そ
の
手
続
き
を
ど
う
す
る
か
な
ど
具
体
的
な
相
談

に
な

っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
蜷
川

の
奈
良
博
覧
会

提
案
に
は
、
質
量
と
も
す
ぐ
れ
た
文
化
財
を

一
堂
に
集
め
た
い
と
い
う
彼
自
身

の
思
惑
が
あ

っ
た
こ
と
は
否
め
な

い

(縞
轎
驚
鱒
幽
朔
鷯

搬
囀
境
喰
許
膜
瑠

)
が
、
も
ち
ろ
ん
、
奈
良
に
博
物
館
を
建
設
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
の
意
味
合
い
も
あ

っ
た
し
、
地

元
の
奈
良
に
と

っ

て
も
殖
産
興
業
政
策
を
す
す
め
る
う
え
で
か
な
り
有
効
な
方
法
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
奈
良
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
博
覧
会
は
、
明
治
八
年
の
第

一
次
か
ら
明
治
十
年
を
除
い
て
同
二
十
三
年
の
第

一
五
次
ま
で

一
五
回
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
。

第

一
二
次
ま
で
の
観
客
数
と
収
入
は
表
23
の
と
お
り
で
あ
る
。
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な
お
、
当
初
正
倉
院
宝
物
の
出
陳
が
許
可
さ
れ
た
と
き
、
宝
物
の
調
査

・
模
造
と
染
織
品
の
保
存
が
条
件
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
た

め
博
覧
会
開
催
や
美
術
工
芸
の
専
門
家
に
宝
物
の
模
写

・
模
造
を
さ
せ
た
。

た
と
え
ば
十
六
年

(天
八三)
に
は
、
彫
刻
家
の
竹
内
久

一
・
加
納
鉄
哉

の
ほ
か
、
吉
田
陽
哉

・
三
谷
喜
太
郎

(漆

工
)、
山
下
嘉
七

(金
工
)、
森
川
杜
園

(彫
刻
)
ら
に
模
造
品
を
作
ら
せ
、
政
府
が
こ
れ
を
買
い
上
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
奈
良
漆
器
な
ど
伝
統

工
芸

の
復
興
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
博
覧
会
社
で
は
、
九
年
の
第
二
次
博
覧
会

の
折
り
、
千
年

の
古
材
で
正
倉
院

宝
物
の
外
箱

一
〇
〇
個
を
献
上
し
た
り
し
て
お
り
、
宝
物
を
展
示
さ
せ
て
も
ら
う
か
わ
り
に
、
そ
の
保
存
に
協
力
す

る
と

こ
ろ
が
あ

っ

た
。
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「
解
放
令
」
と
奈
良

近
世
後
期
に
な
る
と
、
奈
良
の
被
差
別
部
落
で
も
解
放

へ
の
胎
動
が
見
ら
れ
た
が

(
『奈
良
市
史
』
通
史

三
、
第
三
章
第
四
節
)
、
他
方
差
別

政
策

へ
の
強
化
に
と
も
な
い
、

一
般
民
衆
と
被
差
別
民
衆
と
の
対
立
や
差
別
が
強
ま
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
。
弘
化

四
年

(穴
四七)
四
月
に
こ
ん
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
近
世
の
奈
良
で
は
、
毎
年
神
鹿

の
出
産
期

に
な
る
と

(
帆
朔
ト
帽
樋
ぎ
)
、
犬
追

い

(犬
狩
り
)
と
い
っ
て
興
福
寺
の
寺
内
に
追
込
所
を

つ
く

っ
て
野
犬
を
お
し
こ
め
た
り
、
町
か
ら
遠
く

へ
追

い
や
る
の
が
慣
例
に
な

っ

て
い
た
が
、
興
福
寺
の
命
を
受
け
て
そ
の
御
用
を

つ
と
あ
る
の
が
東
之
阪
町
の
役
目
で
あ

っ
た
。
こ
の
年
、
追
込
所

の
竹
矢
来
が
で
き

た
の
で
、
二
十
四
日
そ
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
弥
右
衛
門

・
熊
吉
ら
三
人
の
人
達
が
東
之
阪
に
行
く
途
中
、
木
辻

で
か
ね
て
目
を

つ

け

て
い
た

「大
強
犬
」
に
出
く
わ
し
て
捕
え
よ
う
と
す
る
が
取
り
逃
し
、
井
戸
野
ま
で
追

っ
て
よ
う
や
く
討
ち
取

っ
た
。
帰
ろ
う
と
し

た
と
こ
ろ
へ
大
勢
の
村
民
が
押
し
か
け
、
さ
ん
ざ
ん
罵

っ
て
熊
吉
を
打
擲
、
そ
の
う
え
御
紋
付
の
御
用
提
灯
や
興
福
寺

の
焼
印
を
う

っ

部

落

差

別

と

「
解

放

令

」
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た
御
用
の
犬
追
棒
を
奪

い
と
る
な
ど
の
狼
藉
を
働
い
た
の
で
、
弥
右
衛
門
を
残
し
て
熊
吉
ら
二
人
が
東
之
阪
町
年
寄
甚
右
衛
門
に
注
進

に
及
ん
だ
。
非
番

の
甚
右
衛
門

に
代
わ

っ
て
相
役

の
徳
兵
衛
が
真
相
糾
明
の
た
め
他
の
二
人
と
井
戸
野
村

へ
赴
く
途
中
、
北
之
庄
で
縄

を
か
け
ら
れ
番
人

に
引
き
立

て
ら
れ
て
く
る
弥
右
衛
門

に
出
会
う
。
急
い
で
そ
の
縄
を
解
き
、
都
合
三
人
の
人
を
連
れ
て
庄
屋
忠
次
郎

に
抗
議

に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
忠
次
郎
は

「下
賤
之
者
共
が
村
方

へ
入

っ
て
飼
犬
を
討
取
る
と
は
不
埒
至
極
」
と
徳
兵
衛
に
縄
を
か
け
よ

う
と
す
る
。
徳
兵
衛
も
負
け
ず
に
反
論
す
る
が
、
村
民
も
悪
口
雑
言
を
浴
び
せ
、
上
り
口
に
腰
を
掛
け
て
い
た
徳
兵
衛
に
手
を
か
け
て

土
間

へ
追
い
下
し
た
と
い
う

(
『松
操

録
』

)
。
甚
右
衛
門
と
徳
兵
衛
は
、
そ
の
始
終
顯
末
を
詳
し
く
書
き
あ
げ
、
井
戸
野
村
庄
屋
ら
を
糾
問

の
う
え
、
御
用
提
灯

・
御
用
棒
を
返
却
す
る
よ
う
願

い
出
る
が
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
、
こ
れ
が
事
件
の
あ
ら
ま
し

だ
が
、
差
別
意
識
を
露
骨
に
出
し
た
で
き
ご
と
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

あ
た
か
も
こ
れ
を
正
当
化
す
る
か
の
よ
う
に
、
同
じ
年
の
七
月
、
町
奉
行
所
か
ら

「近
来
穢
多
非
人
茶
筅
の
類
、
町
人
百
姓
に
紛
れ
、

小
酒
屋
旅
籠
屋
煮
売
店

へ
立
交
り
、
百
姓
町
人
同
様
の
振
舞
、
且

つ
盗
賊
と
合
体

い
た
し
候
事
も
こ
れ
あ
る
趣
、
向
後
見
届
け
不
審
之

者
早
々
召
捕
り
、
最
寄
代
官
所

へ
申
出
べ
き
者
な
り
」
(
『奈
良
の

部
落
史
』
)
と
い
う
触
書
が
出
て
い
る
。

時
代
が
変
わ

っ
て
も
こ
う
し
た
差
別
は

い
わ
ば
当
然

の
こ
と
と
し
て
続

い
て
い
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。

し
た

が

っ
て
明
治
四
年

Cl:竺
)
八
月
二
十
八
日
、
太
政
官
か
ら
い
わ
ゆ
る

「解
放
令
」
が
布
告
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
画
期
的
な

こ
と

だ

っ
た
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
「穢
多
非
人
等

ノ
称
被
レ
廃
候
条
、
自
今
身
分
職
業
共
平
民
同
様
タ
ル
ベ
キ
事
」
(
『太
政

類
典
』
)
と
あ

っ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
維
新
政
府
は
、
二
年
六
月
、
版
籍
奉
還
と
同
時
に
藩
主
と
上
層
公
卿
を
華
族
と
し
、
十
二
月

に
は
藩
士
と
旧
幕
臣
を

士
族
と
卒
族
に
分
け
る
と
と
も
に

(五
年
一月

卒
族
廃
止
)、
農
工
商
を

一
括
し
て
平
民
と
し
た
。
四
年
七
月

の
廃
藩
置
県
の
あ
と
、

八
月
九
日
に

は
散
髪

・
廃
刀
の
自
由
を
認
め
、
二
十
三
日
に
は
華
族

・
士
族

・
平
民
の
通
婚
を
許
し
た
。

そ
の
五
日
後

に

「
解
放
令
」

が
出

て
、

「穢
多
非
人
等
」
が
平
民
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

「解
放
令
」
は
封
建
的
身
分
制

度
を
解
体
し
、
新
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し
い
身
分
秩
序
を
創
出
す
る
過
程
の
総
仕
上
げ
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

「解
放
令
」
を
あ
ぐ

っ
て
奈
良
で
ど
ん
な
動
き
が
あ

っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
葛
上
郡
の

一
被
差
別
部
落
で

「解
放
令
」

の
知
ら
せ
を

う
け
て
喜
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
隣
村
の
大
庄
屋
か
ら
の
布
令
は
五
万
日
の
日
の
べ
に
な

っ
た
と
知
ら
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
「
解
放

令
」
が
た
ん
に
紙
上
の
法
令

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
政
府
は
、
平
民
同
様
の
職
業
に
つ
く
こ
と
を
許
し
た
が
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
条
件
は
全
く
保
障
し
な
か
っ
た
。
平
民
同
様
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
差
別
部
落
の
生
業
が
奪

わ
れ
、

い

っ
そ
う

貧
窮
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
法
律
の
う
え
で
の
差
別
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
実
態
上
の
差
別
は
温
存
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら

「解
放
令
」
が
、
長
年
差
別
に
苦
し
ん
で
き
た
被
差
別
部
落
の
人
々
に
と

っ
て
、
大
き
な
励
ま
し

に
な

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
奈
良
で
は
、
被
差
別
部
落
の
人
々
の
手
に
よ
る
学
校
設
立
の
動

き
の
な
か
に
こ
れ

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
日
新
記
聞
』
(聯
五
)
に
よ
る
と
、
西
之
阪
町
で
は

「町
中
協
議
ノ
上
町
内

二
於
テ
小
学
校
取
開
ノ
義
ヲ
県
庁
江
願
出
」
し
て
、

明

治
五
年

(
一八七二)
七
月
五
日
、
学
制
発
布
に
先
立

っ
て
開
校
式
を
行

っ
て
い
る
。
す
で
に
西
之
阪
町
に
近
い
漢
国
町
念
仏
寺

に
小
学
校

が
開
校
、
「此
処
江
入
校
セ
ハ
ヨ
モ
ヤ
沮
難

(は
ば
ん
だ
り
難
く
せ

を
つ
け
た
り
す
る

)
ノ
色
ナ
カ
ル
ベ
キ

ニ
、
却
テ
西
之
阪
町

ハ
之

ヲ
欲

セ

ス
」
、
自
分
た
ち

の
力
で
学
校
を

つ
く
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

開
校
式
の
記
事
に
つ
づ
け
て

『
日
新
記
聞
』
は
、
西
之
阪
町
の
学
校
設
立
は

「人

ノ
嫌
忌

(融
疎
揮
)

ヲ
顧
ミ
、
自
己
ノ
分

二
安
ン
ジ
、

強

テ
他
ノ
歯
交

(同
列
に
立
っ

て
交
際
す
る
)

ヲ
求
メ
」
な
い
気
持
か
ら
出
た
も
の
で
、
そ
の
控
え
目
で
へ
り
く
だ

っ
た
態
度
は

「
学

バ
ズ

シ
テ
文
明

な
ら

開

化

ノ
実

効

ヲ
得

タ

ル

モ

ノ
」

と
言

う

べ
く
、

被

差

別
部

落

の
人

々

が

「
西

之

阪

町

ノ
意

二
彷

ヒ
、

我

身

ヲ
慎

ミ
、

恭

敬

(
つ
つ
し
み

う
や
ま
う
)

ワつ
と

も
と

退
譲

(
へ
り
く
だ

り
ゆ
ず
る
)
」
を
旨
と
し
、
平
民
も

「彼
等
ヲ
疎

ン
ズ
ル
ハ
畢
竟
朝
旨

(舐
煌
の
)

二
悖
ル
」
と
心
得
る
な
ら
ば
、
融
和

に
い
た
る

道
も
遠
く
な
い
と
論
評
を
加
え
て
い
る
。
被
差
別
部
落
民
を
社
会
意
識
と
し
て
の
差
別
意
識
が
、
な
お
色
濃
く
残

っ
て
い
た
こ
と
が
読

学

制

と

地

域

の

動

き
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み
と
れ
る
。

翌
六
年

(天
七三)
四
月
、
念
仏
寺
に
で
き
た
小
学
校
が
第
六
番
小
学
陶
化
舎
に
な

っ
た
の
に
と
も
な
い
、
西
之
阪

町
に
生
ま
れ
た
学

校

は
、
八
月
に
そ
の
支
学
舎
西
之
阪
小
学
と
な
る
が
、
九
年
四
月
陶
化
舎
と
第
四
番
小
学
嚶
鳴
舎
が
合
併
し
て
椿
井
小
学
校
が
で
き
る

と

そ
の
分
校
に
な
り
、
十
六
年
九
月
本
校
と
の
合
併
が
実
現
す
る
。
十
年

(天
葛
)
当
時
の
教
場
数
三
、
教
員

一
、
生
徒
は
男
二
〇
、

女

二
三
を
数
え
た
と
い
う
。

西
之
阪
町
に

つ
い
で
、
東
之
阪
町
で
も
学
校
が
つ
く
ら
れ
た
。
学
制
の
発
布
に
と
も
な
い
、
明
治
七
年

一
月
十
五

日
、
北
御
門
町
の

五
劫
院
を
仮
校
舎
と
す
る
第

一
番
小
学
又
新
舎
が
開
校
に
な
る
と
同
時
に
、
東
之
阪
町
光
蓮
寺
を
校
舎
に
第
七
番
小
学
精
勤
舎
が
開
校

に
な

っ
た
。
又
新
舎

の
支
舎
な
い
し
支
校
だ

っ
た
と
も
い
う
。
そ
の
設
立
の
事
情
に
つ
い
て

『奈
良
第
三
尋
常
高
等
小
学
校
沿
革
誌
』

や
や

は
、
東
之
阪
町
に
対
す
る
差
別
意
識

に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
も
の
の
、
「
東
之
阪
町
人
民
モ
亦
稍
忌
憚
セ
シ
事
情

ア
リ
シ
ヲ
以
テ
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
東
之
阪
町
民
の

「自
分
た
ち
の
学
校
を
」
と
い
う
意
欲
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

翌
八
年

(
天
七五)、
東
之
阪
の
第
七
番
小
学
精
勤
舎
は
東
之
阪
小
学
と
名
を
改
め
、
第

一
番
小
学
又
新
舎
を
改
称

し
た
北
御
門
小
学

の
分
校
と
な
り
、
十
六
年
六
月
、
北
御
門
小
学
校
の
後
身
鼓
阪
小
学
校

(明
治
十
一年
校
舎
を
移

転
、
鼓
阪
小
と
な
る

)

に
合
併
さ
れ
る
。

こ
れ
に

つ
い
て

『学
校

沿
革
誌
』
は
、

き

え
ん

其
之

ヲ
廃

セ
シ
所
以

ハ
、
部
内
人
民

ハ
年

ヲ
重

ヌ
ル

ニ
従

ヒ
開
明

ノ
域

二
進
ミ
、

従
来
東

之
阪

ヲ
忌
厭

セ
シ
情

モ
何
時

シ
カ
除
去

シ
、
児

童

ヲ

シ
テ
共

二
学
業

ヲ
受
ケ

シ
ム
ル
ヲ
意

二
介

セ
ザ

ル

ニ
至

ル
、
加
之
支
校

ヲ
設
ク

ル
ト
キ

ハ
多
額

ノ
費
用

ヲ
要

ス
ル
ノ
ミ

ニ
シ
テ
其
成
績
著

シ
カ

ラ

い
ん

か

ズ
、
故

二
允
可

ヲ
得

テ
廃
校

ス
ル

ニ
至

リ
シ
ナ
リ

す

こ
ぶ

と
説
明
し
て
い
る
が
、
後
半
の
財
政
上
の
理
由
は
と
も
か
く
、
そ
れ
が
差
別
意
識
の
解
消
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
頗
る
疑

わ
し
い
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
年
九
月
、
西
之
阪
の
分
校
も
椿
井
小
学
校
に
合
併
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
の
ち
に
大

79



和
同
志
会
会
長
と
し
て
活
躍
す
る
松
井
庄
五
郎

(第
三
章
第
三

節
4
参
照
)
の
大
正
九
年

(一九二〇)
の
履
歴
書

(熟
棘
畋
餌
粡
齣
事
)
に

「
(合
併

ハ
)
特
設

学
校

ノ
弊
風

ヲ
懿

(礬

ス
ル
ノ
目
的

ニ
シ
テ
・
幼
時

ヨ
三

般
児
童
ト
共

二
授
業
セ
シ
ム
ル
ハ
将
来

一
般
民

ト
ノ
交
嶬

ヲ
厚
ク

シ
融
和

ノ
実
績

ヲ
挙
ゲ
ン
ト
ノ
微
意

二
出
タ
リ
」
と
あ
る
の
が
、
む
し
ろ
真
に
近
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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第
四
節

奈
良
町
の
推
移

,-
1

堺
県
時
代
の
奈
良

明
治
九
年

(一八七六
)
四
月
十
八
日
の
布
告

に
よ

っ
て
奈
良
県
は
、
堺
県

に
組
み
入
れ
ら
れ

る
こ
と

に
な

っ
た

奈
良
町
の
沈
滞

(
こ
の
年
、
府
県
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、

北
海
道
開
拓
使
と
三
府
三
五
県
に
な
る
)。
明
治
四
年
十

一
月
に
、
大
和

一
国
を
管
轄
す
る
奈
良
県
が
成
立
し
て
か
ら
わ
ず
か

四
年
余
り
で
、
奈
良
県
の
名
は
い

っ
た
ん
消
え
た
の
で
あ
る
。
奈
良
に
は
同
九
年
五
月
に
堺
県
の
仮
出
張
所
が
第

一
大
区
会
議
所
に
置

か
れ
た
が

(東
大
寺
真
言
院
に
置
か

れ
た
と
の
記
録
も
あ
る
)
、
同
年
六
月
二
十

一
日
に
は
も
と
の
奈
良
県
庁
舎

(紹
飄
鵬
寺
)

へ
移
転
、
八
月
五
日
か
ら
堺
県
奈
良
出

張
所
と
と
な
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
出
張
所
は
さ
ら
に
同
年
十
二
月
六
日
に
、
旧
興
福
寺
金
堂

へ
移

っ
て
い
る

(朋
濮
孀
溝
櫨
瞠
-
柑
ピ

励
購
棘
蝕
躇
騾
朏
顳
慚
齢
粥
髪

憾
駈

脇

で
、)。

つ
い
で
な
が
ら
、
同
年
十
二
月
九
日
、
そ
の
あ
と
に
奈
良
区
裁
判
所
が
設
置

さ
れ
た
。

奈
良
県
を
合
併
す
る
と
、
堺
県
は
大
和

・
河
内

・
和
泉
の
三
国
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
い
き
お
い
県
庁

所
在
地

の
堺
は
管

こ
ん

だ

内

の
西
北
に
偏
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
堺
県
は
、
こ
れ
ま
で
の
県
の
貯
蓄
金
を
資
金
に
県
庁
を
河
内
国
古
市
郡
誉
田
村

(現
羽
曳

野
市

)

に
移
そ
う
と
計
画
、
同
九
年
四
月
二
十
九
日
こ
こ
に
県
庁
を
新
築
し
、
県
名
も
誉
田
県
に
改
称
し
た
い
と
願

い
出
た
が
、
翌
五
月
十
日


